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164

ヨ
ブ
記
に
聴
く
――
被
災
者
の
立
場
か
ら
の
解
釈
の
試
み

窪　

寺　

俊　

之

一　

は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
北
地
方
の
三
陸
沿
岸
を
襲
っ
た
東
日
本
大
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
落

と
さ
れ
た
方
が
た
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
未
曾
有
の
被
害
を
被
っ
た
方
々
の
上
に
慰
め
と
励
ま
し
が
豊
か
に
あ
る
よ
う

に
と
切
に
祈
り
ま
す
。

今
回
の
地
震
と
津
波
は
想
像
外
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
毎
日
の
テ
レ
ビ
と
新
聞
の
報
道
は
、
こ
の
被
害
の
大
き
さ
を
伝
え
て
い
る
。
特

に
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
が
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
広
さ
に
及
ん
で
い
る
こ
と
に
原
子
力
発
電
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
地
震

発
生
以
来
、
原
発
事
故
は
当
事
者
た
ち
の
懸
命
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
に
い
る
。
原
発
の
恐
ろ
し
さ
や
不
安
だ

け
が
増
幅
し
て
い
る
。
こ
の
原
発
事
故
が
引
き
起
こ
し
た
歴
史
的
国
家
的
危
機
の
成
り
行
き
は
、
日
本
は
勿
論
、
世
界
各
国
の
注
目
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
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165 ヨブ記に聴く̶̶ 被災者の立場からの解釈の試み

一
瞬
の
出
来
事
が
人
生
す
べ
て
を
破
壊
し
尽
く
し
た
。
想
定
外
の
津
波
の
襲
っ
た
跡
に
は
、
壊
れ
た
家
屋
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
自
動
車
、

泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
家
財
道
具
や
貴
重
品
が
散
乱
し
、
大
き
な
船
が
陸
に
押
し
倒
さ
れ
て
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
日
の
夜
、
押
し
流
さ
れ

た
自
動
車
や
船
か
ら
流
れ
出
た
ガ
ソ
リ
ン
に
火
が
付
き
黒
煙
を
上
げ
て
海
は
火
の
海
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
人
間
の
力
で
制
御
で
き
る
限

界
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
無
力
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
。

自
分
の
家
の
あ
っ
た
場
所
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
な
が
ら
、
た
だ
茫
然
と
立
ち
す
く
ん
で
い
る
被
害
者
が
テ
レ
ビ
に
映
し
出

さ
れ
た
。
住
み
慣
れ
た
家
も
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
品
物
も
、
貴
重
品
も
全
部
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
愛
す
る
家
族
も
隣
人
も
一
瞬
の
う
ち
に

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
人
々
が
信
じ
て
い
た
価
値
感
や
人
生
観
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
出
来
事
で
あ
っ
た
。

今
回
の
事
故
は
、
私
た
ち
が
想
像
し
な
か
っ
た
規
模
の
経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
、
心
理
的
影
響
を
与
え
て
い
る
。
社
会
構
造
、
生
活

ス
タ
イ
ル
、
生
き
方
、
価
値
観
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
出
来
事
が
起
き
る
と
、
神
仏
は
「
何
故
」
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
げ
な
い
の
か
と
疑
問
が
上
が
っ
て
く
る
）
1
（

。
そ
の
神

仏
へ
の
反
応
に
は
、
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
人
は
、
神
は
全
知
全
能
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
阻
止
は
、
神

の
権
限
の
中
に
は
な
い
と
言
い
、
あ
る
人
は
地
震
、
津
波
は
自
然
現
象
で
あ
っ
て
神
仏
と
は
関
係
な
い
と
言
う
。
あ
る
人
は
、
神
仏
な
ど
い

な
い
の
だ
か
ら
神
仏
に
問
題
を
持
ち
か
け
る
こ
と
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
と
言
う
。
ま
た
、
あ
る
人
は
今
回
の
震
災
は
、
神
仏
が
何
か
を
私

た
ち
に
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。

今
回
の
大
地
震
か
ら
起
き
た
津
波
、
原
発
事
故
の
よ
う
な
悲
惨
な
災
害
は
、
多
く
の
人
を
不
幸
に
し
、
多
く
の
問
題
を
私
た
ち
に
投
げ
か

け
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
宗
教
的
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
未
曾
有
の
被
災
者
が
出
た
災
害

に
よ
り
、
私
た
ち
は
宗
教
的
信
仰
の
在
り
方
を
問
い
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
の
生
命
が
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
時
、
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166

神
は
ど
こ
に
い
た
の
か
。
ま
た
、
神
は
こ
の
よ
う
な
地
震
や
津
波
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
私
た
ち
の
信
じ
る
神
と
は
、
ど
の

よ
う
な
神
な
の
か
。
宗
教
は
未
曾
有
の
被
害
を
負
っ
た
人
た
ち
に
慰
め
、
生
き
る
力
、
希
望
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

牧
会
論
的
視
点
か
ら
ヨ
ブ
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
る

過
去
を
振
り
返
る
と
、
宗
教
は
民
族
の
崩
壊
時
、
戦
争
時
、
迫
害
時
な
ど
生
命
の
危
機
に
直
面
し
た
時
に
、
人
々
に
平
和
を
訴
え
、
希
望

や
生
き
る
力
を
与
え
て
き
た
。
ま
た
、
難
病
や
死
と
の
闘
い
の
中
で
死
を
越
え
る
希
望
を
与
え
て
き
た
。
三
・
一
一
の
大
災
害
を
被
っ
た
人

に
宗
教
は
何
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ど
ん
な
生
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
文
は
、
今
回
の
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
で
苦
し
む
人
の
目
線
か
ら
、
ヨ
ブ
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
。
大
き
な
災
害
を
被
っ
た
人
の
悲
し
み
や
苦
悩
の
視
点
か
ら
ヨ
ブ
記
を
読
む
こ
と
で
、
苦
難
を
負
っ
た
人
々
の
心
の
癒
し
や
希
望

を
見
出
し
た
い
と
願
う
）
2
（

。

聖
書
に
は
国
家
的
、
民
族
的
、
個
人
的
危
機
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
人
生
の
危
機
に
出
会
っ
た
人
た
ち
の
苦
難
が
た
く
さ

ん
出
て
く
る
）
3
（

。
危
機
と
は
、
分
裂
、
喪
失
を
意
味
す
る
が
、
具
体
的
に
は
国
家
崩
壊
、
戦
争
、
死
、
病
気
、
離
別
な
ど
で
あ
る
）
4
（

。
聖
書
は
こ

の
危
機
に
直
面
す
る
人
間
に
対
す
る
神
の
救
い
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
絶
望
の
ど
ん
底
か
ら
立
ち
上
が
る
希
望
や
光
を
与
え
て
き
た
。
こ

の
論
文
で
は
、
財
産
、
家
畜
、
雇
い
人
、
家
族
を
一
瞬
に
失
っ
た
ヨ
ブ
の
人
生
を
書
い
た
「
ヨ
ブ
記
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
理
由
は
、
ヨ

ブ
の
体
験
と
大
地
震
と
津
波
の
体
験
に
共
通
点
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
共
通
点
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
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167 ヨブ記に聴く̶̶ 被災者の立場からの解釈の試み

① 

大
地
震
と
津
波
は
突
然
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ヨ
ブ
の
苦
難
も
、
被
災
者
の
災
難
も
突
然
襲
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
家
族
、
雇

人
、
家
、
家
畜
も
す
べ
て
一
瞬
の
う
ち
に
失
っ
た
点
で
共
通
。

② 
特
別
の
理
由
な
く
災
難
が
襲
っ
て
き
た
。
ヨ
ブ
の
苦
難
も
、
大
地
震
と
津
波
の
災
難
も
被
害
者
た
ち
に
は
特
別
の
理
由
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
点
で
共
通
。

③ 

そ
の
被
害
規
模
が
想
像
外
で
あ
っ
た
。
ヨ
ブ
も
震
災
被
害
者
も
、
財
産
、
家
畜
、
更
に
は
家
族
さ
え
失
っ
た
。
一
切
の
も
の
を
失
っ

た
点
で
共
通
。

④ 

い
の
ち
を
支
え
て
い
た
精
神
的
支
柱
（
価
値
感
な
ど
）
が
揺
り
動
か
さ
れ
た
こ
と
。
ヨ
ブ
は
神
を
信
頼
し
、
神
を
人
生
の
支
え
に
し

て
い
た
。
震
災
の
被
害
者
は
、
現
代
科
学
、
技
術
、
日
頃
の
訓
練
な
ど
を
信
じ
て
い
た
。
人
間
の
知
識
や
力
が
揺
れ
動
い
た
。

こ
の
よ
う
に
ヨ
ブ
の
苦
難
と
東
日
本
大
地
震
と
津
波
被
害
の
経
験
に
は
、
い
く
つ
も
の
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
こ
の

共
通
点
を
心
に
留
め
な
が
ら
、
ヨ
ブ
記
の
示
し
て
い
る
慰
め
や
希
望
を
汲
み
取
り
た
い
と
願
う
。

1　
牧
会
論
的
視
点
と
は

さ
て
、
ヨ
ブ
記
は
い
ろ
い
ろ
の
視
点
か
ら
読
ま
れ
て
き
た
）
5
（

。
こ
こ
で
は
、
牧
会
論
的
視
点
か
ら
ヨ
ブ
記
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
探
っ
て
み
る
。

こ
こ
で
牧
会
論
的
視
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
牧
会
論
的
視
点
の
根
拠
は
、
マ
タ
イ
福
音
書
の
イ
エ
ス
の
牧
会
に
あ
る
。

「
イ
エ
ス
は
町
や
村
を
残
ら
ず
回
っ
て
、
会
堂
で
教
え
、
御
国
の
福
音
を
述
べ
伝
え
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
病
気
や
患
い
を
い
や
さ
れ
た
。
ま

た
、
群
衆
が
飼
い
主
の
い
な
い
羊
の
よ
う
に
弱
り
果
て
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
深
く
憐
れ
ま
れ
た
」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音

書
九
・
三
五
―
三
六
）
6
（

）。
こ
こ
に
イ
エ
ス
の
牧
会
の
三
つ
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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①  「
イ
エ
ス
は
町
や
村
を
残
ら
ず
回
っ
て
」
と
あ
り
、
イ
エ
ス
は
町
や
村
を
回
っ
て
、
人
々
の
生
活
の
場
に
身
を
置
い
て
い
た
。
イ
エ

ス
は
当
時
の
社
会
的
指
導
者
や
宗
教
家
た
ち
の
中
に
身
を
置
い
て
い
な
い
。
身
分
的
立
場
、
経
済
的
余
裕
、
社
会
的
名
声
の
な
い
人

た
ち
の
場
に
身
を
置
い
て
い
た
。
牧
会
論
的
視
点
は
、
人
々
の
生
活
の
場
か
ら
人
が
何
に
苦
し
み
、
何
を
必
要
と
し
、
何
が
生
き
る

力
に
な
る
か
を
考
え
る
。

② 

「
深
く
憐
れ
ま
れ
た
」
と
あ
り
、
人
々
が
苦
し
み
に
打
ち
倒
さ
れ
る
こ
と
に
イ
エ
ス
自
身
が
深
く
心
を
痛
め
た
。
イ
エ
ス
自
身
が
心

が
ね
じ
ら
れ
る
ほ
ど
に
痛
ん
で
苦
し
む
人
の
体
験
を
自
分
自
身
の
体
験
と
さ
れ
た
。
牧
会
論
的
視
点
は
牧
会
す
る
者
自
身
が
心
を
痛

め
る
視
点
を
重
視
す
る
。
牧
会
者
自
身
が
心
を
痛
め
る
こ
と
か
ら
見
え
る
も
の
を
大
切
に
す
る
。
被
災
者
の
経
験
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
、
被
災
者
の
自
然
の
感
情
や
希
望
を
丁
寧
に
扱
う
。

③ 

「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
病
気
や
患
い
を
い
や
さ
れ
た
」
と
は
、
身
体
的
病
は
勿
論
、
心
の
苦
痛
を
癒
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
イ
エ
ス

の
宣
教
の
中
心
は
「
癒
し
」
に
あ
り
、
人
生
に
慰
め
を
与
え
、
人
生
の
目
的
や
将
来
の
希
望
を
与
え
た
と
解
釈
で
き
る
。「
癒
し
」

と
は
、
回
復
、
和
解
、
悔
い
改
め
を
示
す
。
牧
会
論
的
視
点
と
は
、
人
々
の
精
神
的
、
心
理
的
、
霊
的
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
）
痛

み
や
苦
し
み
を
癒
し
、
喪
失
し
た
自
己
を
回
復
さ
せ
る
。
自
律
し
た
人
間
と
し
て
人
生
を
襲
う
不
条
理
な
苦
難
と
向
き
合
え
る
生
き

方
を
重
視
す
る
。

牧
会
論
的
視
点
の
こ
れ
以
上
の
説
明
は
こ
の
論
文
の
目
的
を
超
え
る
の
で
、
こ
こ
で
終
わ
る
が
、
以
上
の
三
つ
の
視
点
か
ら
ヨ
ブ
記
を
取

り
上
げ
て
、
ヨ
ブ
記
の
本
文
に
密
着
し
な
が
ら
本
文
が
語
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
き
取
る
よ
う
に
努
め
る
。
こ
の
拙
論
は
聖
書
学
の
論
文
で
は

な
い
の
で
テ
キ
ス
ト
本
文
批
評
な
ど
の
問
題
に
は
触
れ
な
い
。
既
存
の
『
聖
書　

新
共
同
訳
』
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
八
を
使
用
し
て
議

論
す
る
。
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169 ヨブ記に聴く̶̶ 被災者の立場からの解釈の試み

2　
ヨ
ブ
記
の
構
成

ヨ
ブ
記
の
大
筋
を
見
て
み
よ
う
。
物
語
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
・
一
―
一
・
二
二　
　
　

ヨ
ブ
の
紹
介
、
ヨ
ブ
を
襲
う
苦
難
と
ヨ
ブ
の
信
仰
告
白
（
散
文
、
民
話
）

二
・
一
―
二
・
一
三　
　
　

二
回
目
の
苦
難
と
ヨ
ブ
の
信
仰
告
白
（
散
文
、
民
話
）

三
・
一
―
三
・
二
六　
　
　

ヨ
ブ
の
呪
い
（
独
白
、
嘆
き
、
詩
文
）

四
・
一
―
七
・
二
一　
　
　

ヨ
ブ
と
テ
マ
ン
人
エ
リ
フ
ァ
ズ
の
議
論
一
（
四
―
五
章
エ
リ
フ
ァ
ズ
、
六
―
七
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

八
・
一
―
一
〇
・
二
二　
　

ヨ
ブ
と
シ
ュ
ア
人
ビ
ル
ダ
ド
の
議
論
一
（
八
章
ビ
ル
ダ
ド
、
九
―
一
〇
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

一
一
・
一
―
一
四
・
二
二　

ヨ
ブ
と
ナ
ア
マ
人
ツ
ォ
フ
ァ
ル
の
議
論
一
（
一
一
章
ツ
ォ
フ
ァ
ル
、
一
二
―
一
四
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

一
五
・
一
―
一
七
・
一
六　

ヨ
ブ
と
テ
マ
ン
人
エ
リ
フ
ァ
ズ
の
議
論
二
（
一
五
章
エ
リ
フ
ァ
ズ
、
一
六
―
一
七
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

一
八
・
一
―
一
九
・
二
九　

ヨ
ブ
と
シ
ュ
ア
人
ビ
ル
ダ
ド
の
議
論
二
（
一
八
章
ビ
ル
ダ
ド
、
一
九
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

二
〇
・
一
―
二
一
・
三
四　

ヨ
ブ
と
ナ
ア
マ
人
ツ
ォ
フ
ァ
ル
の
議
論
二
（
二
〇
章
ツ
ォ
フ
ァ
ル
、
二
一
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

二
二
・
一
―
二
四
・
二
五　

ヨ
ブ
と
テ
マ
ン
人
エ
リ
フ
ァ
ズ
の
議
論
三
（
二
二
章
エ
リ
フ
ァ
ズ
、
二
三
―
二
四
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

二
五
・
一
―
二
七
・
二
三　

ヨ
ブ
と
シ
ュ
ア
人
ビ
ル
ダ
ド
の
議
論
三
（
二
五
章
ビ
ル
ダ
ド
、
二
六
―
二
七
章
ヨ
ブ
の
詩
文
）

二
八
・
一
―
二
八　
　
　
　

神
の
知
恵
の
讃
美
（
詩
文
）

二
九
・
一
―
三
一
・
四
〇　

ヨ
ブ
の
嘆
き
（
独
白
、
詩
文
）

三
二
・
一
―
三
七
・
二
四　

バ
ラ
ク
エ
ル
の
子
エ
リ
フ
の
ヨ
ブ
批
判
（
詩
文
）（
挿
入
部
分
）
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三
八
・
一
―
三
九
・
三
〇　

主
な
る
神
の
介
入
（
詩
文
）

四
〇
・
一
―
四
二
・
六　
　

ヨ
ブ
と
神
と
の
議
論
（
詩
文
）

四
二
・
七
―
一
六　
　
　
　

結
び
（
散
文
、
民
話
）

以
上
の
構
成
に
見
る
よ
う
に
、
ヨ
ブ
記
は
四
十
二
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
散
文
（
一
・
一
―
二
・
一
三
、
四
二
・
七
―

一
六
）
と
詩
文
（
三
・
一
―
四
二
・
六
）
に
分
か
れ
る
）
7
（

。
散
文
の
部
分
は
民
話
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ヨ
ブ
記
の
最
初
の
部
分

（
一
・
一
―
二
・
一
三
）
と
最
後
の
部
分
（
四
二
・
七
―
一
六
）
を
構
成
し
て
話
全
体
の
枠
組
み
を
造
っ
て
い
る
）
8
（

。
こ
の
最
初
の
散
文
の
部

分
は
、
信
仰
深
い
ヨ
ブ
が
災
難
に
遭
い
な
が
ら
も
信
仰
を
貫
き
通
す
と
い
う
テ
ー
マ
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
散
文
の
部
分
で
は
ヨ

ブ
が
失
っ
た
も
の
を
再
び
神
の
祝
福
と
し
て
受
け
た
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
枠
組
み
の
中
に
詩
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
詩
文
は
三
章
一
節

か
ら
四
二
章
六
節
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
三
章
と
二
九
章
―
三
一
章
は
ヨ
ブ
の
独
白
、
ま
た
、
二
八
章
は
、
神
の
知
恵
を
賛
美
し
た
箇
所

で
あ
る
。
ヨ
ブ
記
の
中
心
的
部
分
を
な
す
詩
文
で
は
、
三
人
の
友
人
た
ち
（
四
―
二
七
章
）
と
エ
リ
フ
（
三
二
―
三
七
章
）
が
入
れ
替
わ
り

現
れ
て
「
何
故
正
し
い
人
が
苦
し
み
、
悪
人
が
栄
え
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ヨ
ブ
と
議
論
し
て
い
る
）
9
（

。
本
来
、
ヨ
ブ
を
慰
め
に
来
た
友

人
た
ち
は
ヨ
ブ
を
苦
し
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

3　
ヨ
ブ
記
の
著
者
、
成
立
年
代

ヨ
ブ
記
の
成
立
年
代
は
諸
説
あ
る
が
、
和
田
幹
男
は
「
ヨ
ブ
記
の
成
立
は
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
期
以
後
の
ペ
ル
シ
ャ
時
代
、
お
そ
ら
く
紀
元
前

五
世
紀
前
半
」
と
言
っ
て
い
る
）
10
（

。
人
々
の
間
で
語
り
つ
が
れ
て
き
た
民
話
を
題
材
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
人
の
常
で
あ
る
苦
難
の
問
題
を
絡

ま
せ
た
信
仰
書
に
な
っ
て
い
る
。
旧
約
聖
書
で
は
知
恵
文
学
の
範
疇
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
詩
文
の
切
迫
し
た
内
容
か
ら
推
察
す
る
と
、
著
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者
は
一
般
論
と
し
て
苦
難
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
も
苦
難
に
悩
み
苦
し
ん
だ
個
人
経
験
が
あ
る
と
想
像
で
き
る
。
特

に
神
の
民
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
異
民
族
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
的
状
況
（
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
経
験
な
ど
）
と
著
者
の
苦
難
の
体
験
と
が

重
な
っ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
当
時
ユ
ダ
ヤ
教
で
信
仰
上
応
報
思
想
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
賛
同
で
き
ず
、
ヨ
ブ
記
記
者
は
信
仰
者
が

必
ず
し
も
幸
福
に
な
る
訳
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
）
11
（

。
ヨ
ブ
記
の
著
者
や
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
議
論
は
こ
の
論
文
の
中

心
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
扱
わ
な
い
。

三　

ヨ
ブ
と
い
う
人
物
と
苦
難

1　
ヨ
ブ
と
は
ど
ん
な
人
物
か

ヨ
ブ
記
一
章
一
―
五
節
に
、
彼
の
人
物
と
生
活
の
模
様
が
記
さ
れ
る
。「
無
垢
な
正
し
い
人
で
、
神
を
畏
れ
、
悪
を
避
け
て
生
き
て
い
た
）
12
（

」

と
ヨ
ブ
の
人
物
像
（
一
・
一
）
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。「
七
人
の
息
子
と
三
人
の
娘
を
持
ち
、
羊
七
千
匹
、
ら
く
だ
三
千
頭
、
牛
五
百
く
び

き
、
雌
ろ
ば
五
百
頭
の
財
産
が
あ
り
、
使
用
人
も
非
常
に
多
か
っ
た
。
彼
は
東
の
国
一
番
の
富
豪
で
あ
っ
た
」（
一
・
二
―
三
）
と
ヨ
ブ
が

宗
教
的
に
正
し
く
経
済
的
に
も
非
常
に
豊
か
で
あ
っ
た
と
記
す
。
そ
し
て
、「
息
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
、
自
分
の
家
で
宴
会
の
用
意

を
し
、
三
人
の
姉
妹
も
招
い
て
食
事
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
」（
一
・
四
）（
生
活
の
様
子
）
と
ヨ
ブ
が
子
供
た
ち
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
丁
重

に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、「
ヨ
ブ
は
息
子
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
聖
別
し
、
朝
早
く
か
ら
彼
ら
の
数
に
相
当
す
る
い
け
に

え
を
さ
さ
げ
た
。」（
一
・
五
）（
信
仰
生
活
）
と
ヨ
ブ
の
信
仰
者
と
し
て
正
し
い
生
き
方
を
し
、
か
つ
家
族
の
た
め
に
い
け
に
え
を
捧
げ
て

い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
、
家
庭
的
に
も
大
変
恵
ま
れ
、
か
つ
神
か
ら
「
地
上
に
彼
ほ
ど
の
者
は
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い
ま
い
」（
一
・
八
）
と
言
わ
れ
て
い
る
）
13
（

。

2　
ヨ
ブ
の
人
生
に
何
が
起
き
た
の
か

あ
る
日
、
突
然
、
ヨ
ブ
を
大
災
害
が
襲
う
（
一
・
一
三
―
一
九
）。「
シ
ェ
バ
人
が
襲
い
か
か
り
、
略
奪
し
て
い
き
ま
し
た
。
牧
童
た
ち
は

切
り
殺
さ
れ
」（
一
・
一
四
）、「
天
か
ら
神
の
火
が
降
っ
て
、
羊
も
羊
飼
い
も
焼
け
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
ひ
と
り
だ
け
逃
げ
の

び
て
参
り
ま
し
た
」（
一
・
一
六
）、「
カ
ル
デ
ア
人
が
三
部
隊
に
分
か
れ
て
ら
く
だ
の
群
れ
を
襲
い
、
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
牧
童
た
ち
は

切
り
殺
さ
れ
、
わ
た
し
ひ
と
り
逃
げ
延
の
び
て
参
り
ま
し
た
」（
一
・
一
七
）
と
あ
る
よ
う
に
、
略
奪
者
の
攻
撃
を
受
け
、
長
男
を
含
め
て

一
〇
人
の
子
供
た
ち
も
、
雇
人
も
、
牛
、
ろ
ば
、
ら
く
だ
も
す
べ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
の
計
算
で
は
数
億
円
の
経
済
的
被
害
と
家

庭
を
壊
さ
れ
た
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
「
天
か
ら
神
の
火
が
降
っ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
自
然
災
害
が
あ
り
、

「
若
い
方
々
は
死
ん
で
し
ま
わ
れ
ま
し
た
」（
一
・
一
九
）。
ヨ
ブ
の
全
人
生
を
壊
滅
さ
せ
る
被
害
で
す
。
人
生
の
大
ピ
ン
チ
に
陥
っ
た
。

更
に
追
い
打
ち
を
駆
け
る
よ
う
に
、
二
回
目
の
災
難
が
襲
っ
て
く
る
（
二
・
四
―
一
〇
）。
主
の
許
可
を
受
け
た
サ
タ
ン
は
再
び
ヨ
ブ
に

苦
難
を
与
え
る
。「
サ
タ
ン
は
ヨ
ブ
に
手
を
下
し
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
裏
ま
で
ひ
ど
い
皮
膚
病
に
か
か
ら
せ
た
。
ヨ
ブ
は
灰
の
中
に

座
り
、
素
焼
き
の
か
け
ら
で
体
中
を
か
き
む
し
っ
た
」（
二
・
七
―
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ひ
ど
い
皮
膚
病
は
ヨ
ブ
を
苦
し
め
る
。
ヨ
ブ
自

身
が
重
い
皮
膚
病
に
襲
わ
れ
た
こ
と
で
、
ヨ
ブ
は
人
生
を
立
て
直
す
機
会
を
失
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
財
産
や
家
族
を
失
い
、
子
供
た
ち

を
失
っ
た
上
に
、
自
分
自
身
の
健
康
を
失
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
。
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3　
苦
難
を
ど
う
受
け
止
め
た
か

そ
れ
で
は
ヨ
ブ
は
こ
の
苦
難
を
ど
う
受
け
止
め
て
ど
う
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
略
奪
者
や
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
た
時
、
ヨ
ブ
は
身
を

守
る
た
め
に
軍
備
増
強
や
防
災
対
策
強
化
な
ど
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
否
で
あ
る
。
ヨ
ブ
は
上
着
を
裂
き
、
頭
を
そ
り
、
地
に
伏
し
て
拝
し

て
「
わ
た
し
は
裸
で
母
の
胎
を
出
た
。
裸
で
そ
こ
に
帰
ろ
う
。
主
が
与
え
、
主
は
奪
う
。
主
の
御
名
は
ほ
め
た
た
え
ら
れ
よ
」（
一
・
二
一
）

と
言
っ
て
神
を
讃
え
た
。
ヨ
ブ
は
災
難
を
受
け
、
多
く
の
も
の
を
失
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
を
失
わ
ず
、
神
へ
の
奉
仕
に
努
め
た
。

ヨ
ブ
は
神
の
前
に
無
力
な
自
分
を
認
め
て
、
神
に
す
べ
て
を
委
ね
た
。

し
か
し
、
ヨ
ブ
の
災
難
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
二
回
目
の
災
害
で
ヨ
ブ
自
身
が
重
い
皮
膚
病
に
罹
っ
た
。「
ヨ
ブ
は
灰
の
中
に

座
り
、
素
焼
き
の
か
け
ら
で
体
中
を
か
き
む
し
っ
た
」
と
い
う
ほ
ど
の
苦
し
み
を
負
っ
た
。
そ
の
時
、
ヨ
ブ
の
妻
は
ヨ
ブ
を
非
難
し
て
「
ど

こ
ま
で
も
無
垢
で
い
る
の
で
す
か
。
神
を
呪
っ
て
、
死
ぬ
ほ
う
が
ま
し
で
し
ょ
う
」（
二
・
九
）
と
言
う
。
ヨ
ブ
の
妻
は
夫
の
苦
し
む
姿
を

見
て
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
ヨ
ブ
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。
ヨ
ブ
は
「
お
前
ま
で
愚
か
な
こ
と
を
言
う
の

か
。
わ
た
し
た
ち
は
神
か
ら
幸
福
を
い
た
だ
い
た
の
だ
か
ら
、
不
幸
も
い
た
だ
こ
う
で
は
な
い
か
」（
二
・
一
〇
）
と
言
っ
て
、
妻
を
叱
り

つ
け
て
決
し
て
神
を
呪
わ
ず
、
神
へ
の
従
順
を
決
意
し
た
。
ヨ
ブ
は
妻
か
ら
馬
鹿
な
信
仰
者
に
見
ら
れ
な
が
ら
も
神
へ
の
信
仰
を
守
り
続
け

た
。

4　
ヨ
ブ
の
内
的
葛
藤

ヨ
ブ
は
、
妻
に
は
神
へ
の
信
仰
を
表
明
し
た
が
、
内
面
で
は
心
は
動
揺
し
苦
悩
し
た
。
詩
文
で
書
か
れ
た
三
人
の
友
人
（
テ
マ
ン
人
エ
リ
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フ
ァ
ズ
、
ナ
ア
マ
人
ツ
ォ
フ
ァ
ル
、
シ
ュ
ア
人
ビ
ル
ダ
ド
）
と
の
議
論
が
、
ヨ
ブ
の
心
の
苦
悩
や
葛
藤
を
表
し
て
い
る
。
ヨ
ブ
の
嘆
き
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

① 

「
わ
た
し
の
生
ま
れ
た
日
は
消
え
失
せ
よ
。
男
の
子
を
み
ご
も
っ
た
こ
と
を
告
げ
た
夜
も
。
そ
の
日
は
闇
と
な
れ
。
神
が
上
か
ら
顧
み
る

こ
と
な
く
、
光
も
こ
れ
を
輝
か
す
な
」（
三
・
三
―
四
）、「
な
ぜ
、
わ
た
し
は
母
の
胎
に
い
る
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
わ
な
か
っ
た
の
か
。
せ

め
て
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
息
絶
え
な
か
っ
た
の
か
」（
三
・
一
一
―
一
二
）
と
自
分
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
呪
っ
て
い
る
。
襲
っ
て
き
た
災
難

と
苦
痛
の
厳
し
さ
は
ヨ
ブ
の
忍
耐
の
限
界
を
超
え
た
。
逃
避
で
き
な
い
現
実
を
前
に
し
て
出
生
を
望
ま
な
か
っ
た
と
嘆
い
る
。
生
ま
れ
て
こ

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
現
実
の
厳
し
さ
を
表
明
し
て
い
る
。

② 

「
全
能
者
の
矢
に
射
抜
か
れ
、
わ
た
し
の
霊
は
そ
の
毒
を
吸
う
。
神
は
わ
た
し
に
対
し
て
脅
迫
の
陣
を
敷
か
れ
た
」（
六
・
四
）、「
手

ず
か
ら
造
ら
れ
た
こ
の
わ
た
し
を
虐
げ
退
け
て
、
あ
な
た
に
背
く
者
の
た
く
ら
み
に
は
光
を
当
て
ら
れ
る
。
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」

（
一
〇
・
三
）。
全
能
者
が
ヨ
ブ
を
助
け
ず
に
か
え
っ
て
虐
げ
苦
し
め
て
い
る
と
嘆
く
。
そ
し
て
神
に
背
く
者
に
光
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

言
っ
て
、
ヨ
ブ
は
真
っ
正
面
か
ら
神
に
不
平
を
言
い
、
神
の
裁
き
の
不
公
平
さ
を
訴
え
、
神
の
無
慈
悲
さ
に
怒
り
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
こ

こ
に
は
信
仰
深
い
ヨ
ブ
は
な
く
、
ヨ
ブ
は
神
の
敵
対
者
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
「
こ
の
よ
う
に
、
人
間
と
も
い
え
な
い
よ
う
な
者
だ
が
、
わ
た
し
は
な
お
、
あ
の
方
に
言
い
返
し
た
い
。
あ
の
方
と
共
に
裁
き
の
座

に
坐
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
…
…
そ
の
時
に
は
、
あ
の
方
の
怒
り
に
脅
や
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
恐
れ
る
こ
と
な
く
わ
た
し
は
宣
言
す
る
だ

ろ
う
。
わ
た
し
は
正
当
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
、
と
」（
九
・
三
二
、
三
四
―
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
裁
き
の
座
」
と
あ
る
よ
う

に
法
廷
の
場
面
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ブ
は
被
告
人
と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
告
訴
人
は
神
で
あ
る
。
法
廷
で
は
被
告
人
に
も
弁
論
の

機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ブ
に
は
そ
の
機
会
さ
え
な
く
裁
か
れ
苦
痛
だ
け
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
る
。
ヨ
ブ
は
弁
論
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の
機
会
も
与
え
ら
れ
ず
、
神
の
強
権
的
裁
き
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
神
の
不
公
平
さ
と
神
へ
の
怒
り
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、「
神
は
髪
の
毛
一
筋
ほ
ど
の
こ
と
で
わ
た
し
を
傷
つ
け
、
理
由
も
な
く
わ
た
し
に
傷
を
加
え
ら
れ
る
。
息
つ
く
暇
も
与
え
ず
、
苦

し
み
に
苦
し
み
を
加
え
ら
れ
る
」（
九
・
一
七
―
一
八
）
と
こ
こ
で
も
神
は
公
正
で
な
い
と
訴
え
る
。
ヨ
ブ
の
苦
難
は
神
が
誤
っ
た
判
断
す

る
悪
い
裁
判
官
だ
と
訴
え
る
抗
議
文
に
な
っ
て
い
る
。

③ 

「
わ
た
し
の
魂
は
息
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
骨
に
と
ど
ま
る
よ
り
も
死
を
選
ぶ
。
も
う
た
く
さ
ん
だ
、
い
つ
ま
で
も
生
き
て
い
た
く

な
い
。
ほ
う
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
の
一
生
は
空
し
い
の
で
す
」（
七
・
一
五
―
一
六
）
で
は
、
信
頼
し
て
い
た
神
か
ら
見
放
さ

れ
て
し
ま
っ
た
自
分
の
人
生
に
は
、
期
待
す
る
も
の
は
な
く
空
し
い
と
諦
め
を
語
り
、
神
と
の
関
係
を
断
ち
切
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
）
14
（

。

④ 

最
後
に
は
、
自
分
の
身
の
潔
白
を
独
白
す
る
（
三
一
・
一
―
四
〇
）。「
わ
た
し
が
む
な
し
い
も
の
と
共
に
歩
き
、
こ
の
足
が
欺
き
の
道

を
急
い
だ
こ
と
は
、
決
し
て
な
い
」（
三
一
・
五
）
と
語
る
。
も
し
も
自
分
に
誤
り
や
愛
に
欠
け
る
こ
と
や
、
異
教
の
神
に
礼
拝
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
な
ら
、
自
分
の
子
供
も
、
妻
も
、
収
穫
物
を
失
い
、
自
分
は
障
害
者
に
な
っ
て
も
よ
い
と
語
っ
て
い
る
。
自
分
の
身
の
潔
白
を
示

す
た
め
に
「
決
し
て
な
い
」
と
一
四
回
も
繰
り
返
し
て
い
る
）
15
（

。
こ
の
よ
う
に
「
決
し
て
な
い
」
と
繰
り
返
す
こ
と
で
神
か
ら
も
見
放
さ
れ
た

ヨ
ブ
は
、
自
己
の
正
当
性
を
神
に
も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
し
か
自
分
を
保
て
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
る
）
16
（

。
そ
し

て
、
最
後
に
は
、
ヨ
ブ
記
は
「
ヨ
ブ
は
語
り
尽
く
し
た
」（
三
一
・
四
〇
b
）
と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
こ
れ
以
上
訴
え
る
も
の
が
な
い

ほ
ど
に
訴
え
た
が
、
そ
れ
さ
え
無
意
味
だ
と
感
じ
た
ヨ
ブ
の
諦
め
が
見
え
る
。
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5　
ヨ
ブ
と
友
人
と
の
対
話
（
何
故
、
正
し
い
人
が
苦
し
み
、
悪
い
人
が
栄
え
る
の
か
）

ヨ
ブ
の
苦
し
み
が
激
し
い
の
を
見
た
ヨ
ブ
の
友
人
た
ち
が
ヨ
ブ
に
近
づ
い
て
慰
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
友
人
た
ち
は
、
ヨ
ブ
の
苦
難
は
ヨ

ブ
が
罪
を
犯
し
た
罰
だ
と
考
え
て
、
ヨ
ブ
に
神
へ
の
悔
い
改
め
を
迫
る
。
テ
マ
ン
人
エ
リ
フ
ァ
ズ
は
「
考
え
て
み
な
さ
い
。
罪
の
な
い
人
が

滅
ぼ
さ
れ
、
正
し
い
人
が
絶
た
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
）
17
（

」（
四
・
七
）
と
言
う
。
シ
ュ
ア
人
ビ
ル
ダ
ド
は
「
神
が
裁
き
を
曲
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
全
能
者
が
正
義
を
曲
が
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
子
ら
が
神
に
対
し
て
過
ち
を
犯
し
た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
を
そ
の
罪
の
手
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
だ
）
18
（

」（
八
・
三
―
四
）
と
言
う
。
ナ
ア
マ
人
ツ
ォ
フ
ァ
ル
は
「
神
は
偽
る
者
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
。
悪
を
見
て
、
放
置
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
生
ま
れ
た
と
き
に
は
人
間
も
ろ
ば
の
子
の
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
愚
か
な
者
も
賢
く
な
れ
る
）
19
（

」（
一
一
・
一
一
―

一
二
）
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
ヨ
ブ
の
三
人
の
友
人
た
ち
は
次
か
ら
次
に
や
っ
て
来
て
、
ヨ
ブ
に
自
分
や
子
供
の
罪
を
認
め
て
、
悔
い
改
め
て
神
の
赦
し
を

得
る
よ
う
に
迫
る
。
ヨ
ブ
は
友
人
た
ち
の
考
え
に
同
意
で
き
な
い
。
三
人
の
友
人
た
ち
は
ヨ
ブ
を
慰
め
に
来
た
の
に
、
結
果
的
に
は
ヨ
ブ
の

生
き
方
を
責
め
、
反
省
と
悔
い
改
め
を
強
要
す
る
。
そ
し
て
ヨ
ブ
に
呪
い
の
言
葉
を
浴
び
せ
る
。「
彼
は
神
に
手
向
か
い
全
能
者
に
対
し
て

傲
慢
に
ふ
る
ま
い
、
厚
い
盾
を
か
ざ
し
て
頑
に
神
に
向
か
っ
て
突
進
し
た
。
顔
は
脂
ぎ
っ
て
腰
に
は
ぜ
い
肉
が
つ
い
て
い
た
が
、
滅
ぼ
さ
れ

た
町
、
無
人
と
な
っ
た
家
、
瓦
礫
と
な
る
運
命
に
あ
る
所
に
、
彼
は
住
ま
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
）
20
（

」（
一
五
・
二
五
―
二
八
）
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
友
人
た
ち
の
厳
し
い
追
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ブ
は
神
の
不
公
平
さ
、
神
の
無
慈
悲
さ
を
攻
撃
し
て
自
分
の
正
当
性
を
主
張
す

る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
ヨ
ブ
は
友
人
た
ち
に
「
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
は
も
う
た
く
さ
ん
だ
。
あ
な
た
た
ち
は
皆
、
慰
め
る
振
り
を
し
て
苦

し
め
る
」（
一
六
・
二
）
と
言
い
、「
ど
こ
ま
で
あ
な
た
た
ち
は
わ
た
し
の
魂
を
苦
し
め
、
言
葉
を
も
っ
て
わ
た
し
を
打
ち
砕
く
の
か
。
侮
辱

は
も
う
こ
れ
で
十
分
だ
。
わ
た
し
を
虐
げ
て
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
」（
一
九
・
二
―
三
）
と
ヨ
ブ
は
友
人
た
ち
に
非
難
を
浴
び
せ
て
い
る
。
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ヨ
ブ
と
三
人
の
友
人
た
ち
の
対
話
は
互
い
に
非
難
し
、
攻
撃
し
合
う
こ
と
で
終
わ
る
。
そ
こ
に
は
立
場
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
三
人
の
友
人
た
ち
は
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
が
語
る
応
報
思
想
に
立
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ブ
は
そ
れ
に
反
対
の
立
場
に
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
正

統
主
義
は
、
理
由
な
く
傷
つ
い
た
人
の
傷
を
深
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
慰
め
や
励
ま
し
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

傷
を
持
つ
人
を
助
け
る
に
は
、
傷
つ
い
た
者
の
心
（
心
情
）
の
痛
み
に
寄
り
添
い
、
支
え
、
労
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

四　

ヨ
ブ
記
が
問
い
か
け
る
も
の

以
上
、
ヨ
ブ
記
の
あ
ら
す
じ
と
ヨ
ブ
の
人
物
像
、
ヨ
ブ
に
降
り
か
か
っ
た
災
難
と
ヨ
ブ
の
内
的
葛
藤
、
ヨ
ブ
の
友
人
た
ち
と
の
対
話
に
触

れ
た
。
こ
こ
で
は
ヨ
ブ
記
が
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
四
つ
の
問
い
を
取
り
上
げ
、
そ
の
解

答
を
ヨ
ブ
記
に
探
っ
て
み
よ
う
。

1　
苦
難
の
始
ま
り
と
信
仰
の
揺
ら
ぎ

ヨ
ブ
の
苦
難
の
始
ま
り
が
一
―
二
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。
天
上
の
会
議
に
サ
タ
ン
も
や
っ
て
来
て
主
と
会
う
）
21
（

。
主
は
サ
タ
ン
に
、
ヨ
ブ
は

「
無
垢
な
正
し
い
人
で
、
神
を
畏
れ
、
悪
を
避
け
て
生
き
て
い
る
」（
一
・
八
b
）
と
ほ
め
る
。
サ
タ
ン
は
主
の
言
葉
に
反
対
し
て
、
主
か
ら

ヨ
ブ
を
試
す
許
可
を
貰
う
。
主
は
サ
タ
ン
に
「
そ
れ
で
は
、
彼
の
も
の
を
一
切
、
お
前
の
い
い
よ
う
に
し
て
み
る
が
よ
い
」（
一
・
一
二
）
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と
言
わ
れ
た
。
ヨ
ブ
に
災
難
が
襲
い
牧
童
は
殺
さ
れ
、
天
災
で
家
畜
も
子
供
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
ヨ
ブ
は
神
を
非
難
し
な
い
。

主
は
再
び
サ
タ
ン
に
会
い
、
ヨ
ブ
は
「
無
垢
な
正
し
い
人
で
神
を
畏
れ
悪
を
避
け
て
生
き
て
い
る
」
と
言
う
。
サ
タ
ン
は
ま
た
神
か
ら
許

可
を
貰
い
、
ヨ
ブ
に
皮
膚
病
の
苦
難
を
与
え
る
。
今
度
は
ヨ
ブ
自
身
が
ひ
ど
い
皮
膚
病
に
か
か
り
灰
の
中
に
座
り
、
体
中
を
掻
き
む
し
る
ほ

ど
の
苦
し
み
に
遭
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ブ
の
悲
惨
な
生
涯
は
、
主
が
サ
タ
ン
に
言
っ
た
「
そ
れ
で
は
彼
を
お
前
の
い
い
よ
う
に
す
る
が
よ

い
」（
一
・
一
二
、
二
・
六
）
22
（

）
と
い
う
許
可
に
原
因
が
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
私
た
ち
に
疑
問
を
起
こ
さ
せ
る
。
何
故
、
こ
の
よ
う
な
許
可
を
神
は
出
し
た
の
か
。
神
は
ヨ
ブ
の
信
仰
は
神
ご
自
身
を
神
と

し
て
崇
め
る
信
仰
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
）
23
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
サ
タ
ン
は
ヨ
ブ
の
信
仰
は
御
利
益
的
信
仰
だ
と
主
張

し
た
か
っ
た
の
か
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
賭
け
で
あ
ろ
う
か
）
24
（

。
こ
の
よ
う
な
サ
タ
ン
と
の
賭
け
を
す
る
主
の
対
応
に
疑
問
を
持
つ
。
そ
の
い
く

つ
か
の
疑
問
を
上
げ
て
み
よ
う
。

① 

「
お
前
の
い
い
よ
う
に
す
る
が
よ
い
」
は
、
神
が
サ
タ
ン
の
思
い
の
ま
ま
に
ヨ
ブ
を
任
せ
た
よ
う
に
映
る
。
サ
タ
ン
の
言
葉
「
あ
な

た
を
呪
う
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
」（
一
・
一
一
、
二
・
五
）
は
、
ヨ
ブ
を
神
か
ら
引
き
離
し
、
反
逆
者
に
し
よ
う
と
し
た
悪
意
の

言
葉
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
神
は
サ
タ
ン
の
悪
意
に
満
ち
た
魂
胆
を
ご
存
知
だ
っ
た
よ
う
だ
。「
お
前
は
理
由
も
な
く
、
わ
た

し
を
唆
し
て
」（
二
・
三
）
と
あ
る
。
サ
タ
ン
の
魂
胆
を
知
り
な
が
ら
ヨ
ブ
が
苦
し
む
の
を
許
す
神
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
疑

問
で
あ
る
。
ヨ
ブ
が
苦
し
む
の
を
神
は
喜
ん
で
い
る
と
映
る
し
、
サ
タ
ン
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
神
は
サ
タ
ン
に
負
け
た
と
さ
え
見

え
る
。

② 

神
と
サ
タ
ン
の
や
り
取
り
は
、
ヨ
ブ
の
利
益
に
は
ま
っ
た
く
な
っ
て
い
な
い
。
ヨ
ブ
の
言
葉
「
神
は
悪
を
行
う
者
に
わ
た
し
を
引
き

渡
し
、
神
に
逆
ら
う
者
の
手
に
任
せ
ら
れ
た
。
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
た
わ
た
し
を
神
は
打
ち
砕
き
、
首
を
押
さ
え
て
打
ち
据
え
、
的
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と
し
て
立
て
、
弓
を
射
る
者
に
包
囲
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
容
赦
な
く
、
わ
た
し
の
は
ら
わ
た
を
射
抜
き
、
胆
汁
は
地
に
流
れ
出

た
）
25
（

」（
一
六
・
一
一
―
一
三
）
と
、
ヨ
ブ
は
自
分
が
受
け
た
苦
痛
の
激
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
た
生
活
が
突
然

打
ち
壊
さ
れ
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
押
さ
え
つ
け
て
敵
の
標
的
と
し
て
腸
ま
で
射
抜
か
れ
た
と
あ
る
。
ヨ
ブ
に
は
神
が
敵
の
味
方
に

な
っ
て
自
分
を
苦
し
め
て
い
る
と
映
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
守
護
者
と
し
て
の
神
が
責
任
を
放
棄
し
、
サ
タ
ン
の
好
き
勝
手
に
任
せ
た

無
責
任
な
態
度
に
さ
え
映
る
。

「
お
前
の
い
い
よ
う
に
し
て
み
る
が
よ
い
」（
一
・
一
二
、
二
・
六
）
は
、  

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
引
き
起
こ
す
表
現
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は

何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
私
た
ち
に
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
表
現
で
は
、
ヨ
ブ
の
苦
難
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
神
の
無
責
任
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
愛
な
る
神
は
い
な
い
と
さ
え
ヨ
ブ
に

は
思
え
た
。
無
垢
な
人
で
神
を
畏
れ
、
悪
を
避
け
て
い
る
忠
実
な
僕
で
あ
る
ヨ
ブ
で
さ
え
、
苦
難
が
襲
っ
て
き
て
全
て
の
も
の
を
失
っ
た
時

に
は
、
神
の
存
在
も
神
の
愛
も
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
語
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
信
仰
の
在
り
方
を
柔
軟
に
す
る
。
信
仰
者
だ
か
ら
信
仰
が
揺
ら
が
な
い
の
で
は
な
く
、
揺
ら
ぐ
こ
と
が
あ
り
、
神

の
存
在
も
愛
も
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
信
仰
を
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
は
、
硬
直
し
た
信
仰
で
自
分
を
縛
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
解
放

す
る
。
硬
直
し
た
信
仰
は
信
仰
が
揺
す
ぶ
ら
れ
る
こ
と
を
善
と
し
な
い
。
弱
さ
や
脆
さ
を
持
つ
人
間
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
困
難
に

す
る
。
信
仰
が
揺
ら
ぎ
神
の
愛
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
を
罪
と
考
え
、
自
責
の
念
を
持
っ
て
苦
し
む
。
弱
さ
の
故
に
神
の
存
在
や
愛
を
疑
う
こ

と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
神
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
て
孤
独
に
な
り
、
苛
立
、
怒
り
出
す
こ
と
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、「
お
前
の
い
い
よ
う
に
し
て
み
る
が
よ
い
」
の
後
の
「
た
だ
し
彼
に
は
手
を
出
す
な
」

（
一
・
一
二
）
と
「
た
だ
し
、
命
だ
け
は
奪
う
な
」（
二
・
六
b
）
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ヨ
ブ
に
対
す
る
神
の
手
の
守
り
が
与
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え
ら
れ
て
い
る
。
サ
タ
ン
に
限
度
を
与
え
て
ヨ
ブ
の
生
命
を
守
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
限
度
の
中
で
し
か
サ
タ
ン
は
行
動
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
ヨ
ブ
の
生
命
は
神
が
責
任
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ブ
が
一
時
は
神
の
存
在
や
神
の
愛
を
疑
う

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ヨ
ブ
を
神
は
見
捨
て
ず
に
一
緒
に
い
て
立
ち
直
る
こ
と
を
待
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
は
、

一
旦
救
い
に
入
れ
ら
れ
た
人
は
神
が
ご
自
身
の
約
束
を
守
り
通
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
新
約
聖
書
に
通
じ
る
教
え
（
ロ
ー
マ
八
・
三
一
―

三
九
）
が
見
え
る
。

今
回
の
大
震
災
と
津
波
は
、
私
た
ち
の
信
仰
を
揺
り
動
か
し
た
。
信
仰
を
失
う
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
。
そ
れ
は
私
の
信
仰
が
揺
れ
動
い

た
か
ら
神
の
恵
み
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
神
は
神
ご
自
身
の
た
め
に
御
約
束
を
守
り
通
し
て
く
だ
さ
る
。

2　
神
へ
の
不
信
仰
者
、
反
抗
者
、
攻
撃
者
で
は
悪
い
の
か

こ
の
後
に
続
く
詩
文
で
ヨ
ブ
は
、「
わ
た
し
の
よ
う
な
も
の
が
ど
う
し
て
神
に
答
え
、
神
に
対
し
て
言
う
べ
き
言
葉
を
選
び
出
せ
よ
う
。

わ
た
し
の
方
が
正
し
く
て
も
、
答
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
わ
た
し
を
裁
く
方
に
憐
れ
み
を
乞
う
だ
け
だ
」（
九
・
一
四
―
一
五
）
と
述
べ
、

ヨ
ブ
の
主
張
や
訴
え
が
神
に
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
悲
し
み
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、「
罪
も
な
い
の
に
突
然
、
鞭
打
た
れ
、
殺
さ
れ
る
人
の

絶
望
を
神
は
嘲
笑
う
。
こ
の
地
は
神
に
逆
ら
う
者
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
」（
九
・
二
三
―
二
四
a
）
と
述
べ
、
ま
た
、「
あ
な
た
の
心

に
隠
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
、
今
、
わ
た
し
に
分
か
り
ま
し
た
。
も
し
過
ち
を
犯
そ
う
も
の
な
ら
、
あ
な
た
は
そ
の
わ
た
し
に
目
を
つ
け
、

悪
か
ら
清
め
て
は
く
だ
さ
ら
な
い
の
で
す
。
逆
ら
お
う
も
の
な
ら
、
わ
た
し
は
災
い
を
受
け
、
正
し
く
て
も
、
頭
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き

ず
、
辱
め
に
飽
き
、
苦
し
み
を
見
て
い
ま
す
。
わ
た
し
が
頭
を
も
た
げ
よ
う
も
の
な
ら
、
あ
な
た
は
獅
子
の
よ
う
に
襲
い
か
か
り
、
繰
り
返

し
、
わ
た
し
を
圧
倒
し
、
わ
た
し
に
対
し
て
次
々
と
証
人
を
繰
り
出
し
、
い
よ
い
よ
激
し
く
怒
り
、
新
た
な
苦
役
を
わ
た
し
に
課
せ
ら
れ
ま
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す
」（
一
〇
・
一
三
―
一
七
）
と
述
べ
て
、
ヨ
ブ
に
辛
く
す
る
神
へ
の
不
満
、
そ
し
て
、
悩
み
苦
し
む
ヨ
ブ
を
無
視
す
る
神
に
激
し
く
抗
議

し
て
い
る
。

引
用
し
た
箇
所
を
見
る
限
り
、
ヨ
ブ
は
必
ず
し
も
苦
難
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
る
忠
実
な
信
仰
者
で
は
な
い
。
ヨ
ブ
を
繰
り
返
し
襲
う
悲

劇
は
神
へ
の
信
頼
を
失
わ
せ
る
。
築
い
て
き
た
財
産
、
幸
福
な
家
庭
、
健
全
な
健
康
が
失
わ
れ
る
と
、
神
へ
の
攻
撃
者
に
変
わ
っ
た
ヨ
ブ
の

姿
に
は
、
サ
タ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
ヨ
ブ
の
信
仰
は
御
利
益
的
信
仰
と
全
く
無
関
係
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
）
26
（

。

ヨ
ブ
記
は
ヨ
ブ
を
敢
え
て
神
へ
の
不
信
仰
者
、
攻
撃
者
、
反
抗
者
と
し
て
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ヨ
ブ

記
記
者
は
、
何
故
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
こ
に
記
者
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
。
多
く
の
注
解
者
は
ヨ
ブ
が
不
信
仰

者
、
攻
撃
者
、
反
抗
者
に
な
っ
た
積
極
的
意
味
を
見
つ
け
出
そ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ヨ
ブ
が
こ
こ
ま
で
怒
り
神
に
応
答
を
求
め

た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ヨ
ブ
を
こ
の
よ
う
に
描
い
た
記
者
の
意
図
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

① 

ヨ
ブ
記
記
者
は
ヨ
ブ
を
神
へ
の
不
信
仰
者
、
攻
撃
者
、
反
抗
者
と
し
て
描
く
こ
と
で
人
間
の
あ
る
が
ま
の
姿
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の

だ
と
解
釈
で
き
る
。

人
は
不
条
理
な
事
に
出
会
う
と
「
何
故
か
」、「
神
の
愛
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
疑
問
を
持
つ
。
し
か
し
、
信
仰
者
は
「
神
は
ど
こ
に
い

る
の
か
」「
何
故
、
神
は
助
け
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
か
」
と
一
時
は
問
う
て
も
、
神
を
疑
問
視
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
り
自
分
が
不
信
仰
に
な

る
こ
と
を
心
配
し
て
、
神
の
計
画
は
人
間
に
は
量
り
知
れ
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
で
決
着
し
よ
う
と
す
る
。
神
の
絶
対
性
や
愛

の
本
質
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
を
恐
れ
て
、
今
は
苦
し
み
の
意
味
は
理
解
で
き
な
く
て
も
い
つ
か
は
分
か
る
筈
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。

そ
し
て
、
唯
、
神
を
信
頼
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
受
け
止
め
る
。
そ
こ
で
疑
問
を
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
信
仰
で
受
け
止
め
よ
う
と
努
力
す
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る
。

② 
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ブ
記
は
神
に
も
自
分
に
も
正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
勧
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
人
生
に
起
き
る
苦
難
や

難
問
を
抱
え
て
、
戸
惑
い
、
悩
み
苦
し
み
、
怒
る
こ
と
は
、
当
然
だ
と
教
え
て
い
る
。
人
生
の
苦
難
に
悩
み
苦
し
み
つ
つ
も
忠
実
な
信
仰
者

の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
を
神
は
望
ん
で
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

所
謂
よ
い
信
仰
者
で
あ
り
た
い
と
願
う
者
は
、
自
分
自
身
に
襲
っ
て
く
る
悲
劇
や
苦
難
に
も
必
ず
神
の
ご
計
画
が
あ
る
と
自
分
を
納
得
さ

せ
よ
う
と
す
る
。
信
仰
と
は
喜
び
も
悲
し
み
も
神
の
ご
計
画
だ
と
信
ず
る
こ
と
だ
と
理
解
す
る
。
そ
の
た
め
に
否
定
的
感
情
（
不
信
、
懐

疑
、
不
満
、
悔
し
さ
、
反
抗
心
、
攻
撃
心
な
ど
）
を
無
理
矢
理
に
抑
圧
し
て
心
の
底
に
仕
舞
い
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
外
見
的
に
は

悟
り
切
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
面
的
に
は
割
り
切
れ
な
い
感
情
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
真
の
感
情
を
押
し
殺
す
偽
善
で
あ

り
不
健
全
な
態
度
で
あ
る
。

ヨ
ブ
記
は
最
も
大
切
な
も
の
を
失
っ
た
時
、
否
定
的
感
情
が
起
き
る
こ
と
は
当
然
だ
と
教
え
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
自
分
に
納
得
で
き

な
い
こ
と
に
は
、
疑
問
が
湧
い
て
く
る
し
、
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
願
う
。
そ
の
疑
問
よ
っ
て
硬
直
化
し
た
信
仰
は
再
生
し
、
改
新
さ

れ
て
い
く
。

そ
の
こ
と
は
、
今
回
の
震
災
で
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
を
奪
わ
れ
た
人
は
、
そ
の
怒
り
や
悔
し
さ
を
神
に
ぶ
ち
ま
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
る
と
解
釈
で
き
る
。
愛
す
る
者
、
一
番
大
切
な
も
の
を
無
惨
に
奪
わ
れ
た
人
こ
そ
、
神
に
向
か
っ
て
怒
り
や
悔
し
さ
を
訴
え
て
よ
い
と
ヨ

ブ
記
は
言
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ヨ
ブ
自
身
が
現
実
の
厳
し
さ
と
苦
悩
を
味
わ
い
、
神
へ
の
反
逆
者
に
な
っ
た
こ
と
を
描
き
な
が
ら
、

不
条
理
な
現
実
と
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
に
自
分
に
真
っ
す
ぐ
で
善
い
と
、
慰
め
と
励
ま
し
を
与
え
よ
う
と
し
た
と
解
釈
で
き

る
。
そ
こ
か
ら
生
き
た
神
へ
の
問
い
が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
信
仰
が
固
定
化
し
、
硬
直
化
す
る
と
信
仰
は
人
々
の
生
活
か
ら
乖
離

し
、
古
い
教
義
に
し
が
み
つ
き
、
教
条
主
義
に
陥
る
。
ヨ
ブ
記
は
そ
の
危
険
性
を
破
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
）
27
（

。

③ 

ヨ
ブ
記
は
、
人
間
の
怒
り
や
悔
し
さ
の
感
情
の
積
極
的
意
味
を
深
く
理
解
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
実
は
、
怒
り
や
悔
し
さ
の
中
に
、
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苦
難
に
満
ち
た
人
生
を
生
き
る
た
め
の
原
始
的
生
命
力
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
ヨ
ブ
記
は
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

人
間
の
原
始
的
生
命
力
は
怒
り
や
悔
し
さ
の
感
情
の
中
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
怒
り
や
悔
し
さ
の
感
情
が
湧
く
こ
と
で
不
条
理
な
現
実
と
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ブ
が
経
験
し
た
怒
り
や
悔
し
さ
は
、
生
き
る
こ
と
を
脅
か
さ
れ
た
こ
と
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
潜
在
的

生
命
力
の
発
露
で
あ
る
。
生
の
脅
か
し
か
ら
来
る
怒
り
や
悔
し
さ
は
、
人
間
の
最
も
深
い
生
命
力
を
生
起
さ
せ
る
。
納
得
で
き
な
い
破
壊
の

現
実
に
は
、
人
は
た
だ
、
怒
る
こ
と
、
悔
し
が
る
こ
と
で
向
き
合
う
。
人
は
生
き
る
為
の
力
を
怒
り
や
悔
し
さ
と
い
う
形
で
表
現
す
る
の
で

あ
る
。

倫
理
的
面
か
ら
見
れ
ば
、
怒
り
や
悔
し
さ
の
感
情
を
表
出
す
る
こ
と
は
消
極
的
評
価
を
受
け
る
。
ま
た
、
宗
教
的
に
言
え
ば
、
怒
り
や
悔

し
さ
を
訴
え
る
こ
と
は
神
へ
の
不
信
仰
に
な
る
。
し
か
し
、
ヨ
ブ
記
の
人
間
観
は
こ
の
よ
う
な
感
情
に
人
間
の
根
源
的
生
命
力
が
あ
る
と

語
っ
て
い
る
。
怒
り
や
悔
し
さ
の
感
情
は
喜
び
の
感
情
よ
り
も
っ
と
深
い
生
命
の
根
源
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
感
情
を
持
つ

こ
と
が
、
危
機
の
中
で
も
生
き
る
反
発
力
と
な
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

3　
ヨ
ブ
の
苦
難
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

ヨ
ブ
記
は
ヨ
ブ
の
苦
難
の
理
由
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヨ
ブ
記
は
ヨ
ブ
を
悩
ま
し
た
「
何
故
、
自
分
は
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
」
の
理
由
は
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て
い
る
。
ヨ
ブ
の
苦
難
は
略
奪
者
の
襲
撃
、
自
然
災
害
、
重
い
皮
膚
病

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
苦
難
は
し
ば
し
ば
思
い
が
け
な
い
時
に
、
特
定
の
理
由
が
な
い
ま
ま
襲
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
災
害

か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
力
で
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
究
極
的
に
人
と
人
と
の
争
い
や
自
然
災
害
や
重
い
病
気

を
根
絶
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
苦
難
の
根
源
を
根
絶
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
必
ず
苦
痛
を
負
う
人
た
ち
が
出
る

し
、「
何
故
か
」
と
い
う
問
い
は
起
き
て
く
る
。
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ヨ
ブ
記
は
人
間
存
在
と
災
難
は
一
体
に
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ヨ
ブ
記
の
語
る
ヨ
ブ
の
苦
難
は
偶
然
的
な
こ
と
で

は
な
く
、
人
間
存
在
が
常
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
実
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
自
体
が
こ
の
よ
う

な
暴
力
的
破
壊
的
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
存
在
だ
と
教
え
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
神
と
サ
タ
ン
が
対
話
し
た
と
こ
ろ
は
、「
主
の
前
に

神
の
使
い
た
ち
が
集
ま
り
」（
一
・
六
）
と
書
か
れ
て
い
て
、
天
上
の
法
廷
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
）
28
（

。
そ
れ
は
人
間
の
力
や
思
い
が
働
く
場

所
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
人
間
ヨ
ブ
の
理
解
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ブ
の
苦
難
は
決
定
さ
れ
た
と
解
釈
で

き
る
。
だ
か
ら
、
ヨ
ブ
の
災
難
の
原
因
は
分
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

今
回
の
大
震
災
や
津
波
が
何
故
起
き
た
の
か
神
に
問
う
て
も
、
神
は
答
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
）
29
（

。
神
が
私
た
ち
の
信
仰
を
試
す
た
め
に
起

こ
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
正
し
い
人
と
悪
い
人
を
分
け
る
た
め
な
ど
で
は
な
い
。
生
き
残
っ
た
人
が
正
し
い
わ
け
で
も
な
い
し
、

亡
く
な
っ
た
人
が
悪
い
人
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
死
ん
だ
人
た
ち
の
無
念
さ
、
悔
し
さ
は
私
た
ち
の
心
に
い
つ
ま
で
も
傷
と
な
っ
て
残

る
。
生
き
残
っ
た
者
は
、
こ
の
悲
惨
な
経
験
を
生
か
す
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
無
惨
に
も
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
叫
び

や
悲
し
み
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
記
憶
の
中
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
弔
い
に
な
る
と
思
う
。
私
た
ち
の
記
憶
の
中
で
死
者
を
想
起
す
る

こ
と
で
、
死
者
が
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ブ
記
は
ヨ
ブ
の
苦
難
の
原
因
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

4　
苦
難
の
解
決
は
ど
こ
か
ら
来
る
か

こ
こ
ま
で
、
ヨ
ブ
の
苦
難
の
始
ま
り
や
原
因
、
そ
し
て
ヨ
ブ
の
葛
藤
を
見
て
き
た
。
で
は
ヨ
ブ
が
抱
え
た
問
い
は
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
残
念
な
が
ら
ヨ
ブ
記
を
最
後
ま
で
読
ん
で
み
て
も
「
何
故
正
し
い
人
が
苦
し
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
の
答
え
は

見
当
た
ら
な
い
）
30
（

。
未
解
決
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
問
い
を
私
た
ち
が
自
ら
考
え
続
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ
ブ
記
で
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は
解
答
さ
れ
な
い
ま
ま
、
嵐
の
中
か
ら
神
様
の
突
然
の
介
入
（
三
八
・
一
）
に
よ
っ
て
新
し
い
局
面
に
入
っ
て
い
く
）
31
（

。

三
八
章
か
ら
の
新
し
い
場
面
で
は
、
嵐
の
中
か
ら
神
が
語
り
か
け
る
。
そ
こ
で
は
神
の
創
造
の
業
、
神
の
自
然
支
配
、
自
然
界
の
生
き
物

へ
の
神
の
摂
理
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ブ
の
信
仰
へ
の
回
帰
で
結
ば
れ
て
い
る
。「
わ
た
し
は
軽
々
し
く
も
の
を
申
し
ま
し
た
。
ど
う

し
て
あ
な
た
に
反
論
な
ど
で
き
ま
し
ょ
う
」（
四
〇
・
四
）
は
、
ヨ
ブ
の
「
悔
い
改
め
」
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
の
言
動
を
悔
い
て
、

新
た
な
方
向
へ
の
出
発
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
神
の
突
然
の
危
機
介
入
に
よ
っ
て
応
報
思
想
は
悔
い
改
め
の
思
想
に
転
換
し
た
。「
わ

た
し
に
は
理
解
で
き
ず
、
わ
た
し
の
知
識
を
超
え
た
驚
く
べ
き
御
業
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
」（
四
二
・
三
c
）。「
あ
げ
つ
ら
う
」

は
出
来
事
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
不
平
不
満
を
言
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ブ
は
自
分
の
言
行
を
悔
い
改
め
て
、
神
の
偉
大
さ
を
認
め
る
生
き
方

へ
と
決
断
し
た
。「
わ
た
し
は
塵
と
灰
の
上
に
伏
し
、
自
分
を
退
け
、
悔
い
改
め
ま
す
」（
四
二
・
六
）。
こ
の
「
悔
い
改
め
」
は
生
き
方
の

転
換
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
真
の
生
き
る
力
や
希
望
は
来
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

以
上
の
記
事
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
ヨ
ブ
記
は
真
の
生
き
る
力
や
希
望
は
自
分
自
身
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
解
釈

で
き
る
。
ヨ
ブ
と
三
人
の
友
人
た
ち
の
議
論
が
長
々
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
の
努
力
で
は
解
決
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
解
釈
で
き
る
。
結
局
、
神
の
介
入
に
よ
っ
て
初
め
て
、「
何
故
、
正
し
い
人
が
苦
し
む
の
か
」
と
い
う
議
論
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
そ

し
て
、「
わ
た
し
は
軽
々
し
く
も
の
を
申
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
あ
な
た
に
反
論
な
ど
で
き
ま
し
ょ
う
」（
四
〇
・
四
）
と
悔
い
改
め
た
。
更

に
、「
あ
な
た
の
こ
と
を
、
耳
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
こ
の
目
で
あ
な
た
を
仰
ぎ
見
ま
す
」（
四
二
・
五
）
と
告
白
す
る
。
こ

の
よ
う
な
突
然
の
神
の
介
入
は
神
と
の
人
格
的
出
会
い
を
も
た
ら
し
た
。
神
と
の
人
格
的
出
会
い
が
苦
難
の
解
決
だ
と
ヨ
ブ
記
は
語
っ
て
い

る
。
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五　

ヨ
ブ
記
に
聴
く

今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ヨ
ブ
記
は
い
く
つ
も
の
問
い
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、
人
生
に
伴
う
不
条
理
な
出
来
事
と
の
向
か
い
合
い
方
を

語
っ
て
い
る
。
先
日
の
三
・
一
一
の
大
地
震
、
津
波
の
災
害
、
原
発
事
故
の
被
害
を
受
け
た
者
や
不
条
理
と
言
え
る
災
難
に
遭
っ
て
苦
し
み

を
味
わ
っ
て
い
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
勿
論
、
今
回
の
大
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
は
そ
の
被
害
の
大
き

さ
、
深
刻
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
、
外
部
の
人
に
は
到
底
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
外
部
者
は
簡
単
に
扱
う
こ
と
は
慎
ま
な

く
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
心
に
留
め
な
が
ら
、
ヨ
ブ
記
に
聴
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

1　
応
報
思
想
の
否
定

ヨ
ブ
記
の
語
っ
て
い
る
一
つ
は
、
幸
福
な
人
、
信
仰
深
い
人
、
正
し
い
人
に
も
突
然
の
災
難
が
襲
っ
て
く
る
事
実
を
語
っ
て
い
る
と
解

釈
で
き
る
。
ヨ
ブ
は
人
々
の
模
範
に
な
る
生
活
を
し
、
か
つ
、
神
の
祝
福
を
受
け
る
に
相
応
し
い
生
き
方
を
し
て
い
た
。
ヨ
ブ
記
の
書
か

れ
た
ユ
ダ
ヤ
社
会
に
は
、
神
と
の
契
約
の
民
と
し
て
の
意
識
が
強
く
あ
っ
た
。
選
び
の
民
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
与
え
ら
れ
た
祝
福
（
創
世
記

一
二
・
一
―
三
）
を
契
約
を
守
る
こ
と
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
契
約
の
遵
守
（
神
殿
礼
拝
と
律
法
遵
守
）
と
い
う
教
え
は
、
遵

守
＝
祝
福
と
い
う
教
条
主
義
と
な
っ
て
誤
っ
た
応
報
思
想
に
繋
が
っ
て
い
く
）
32
（

。

ヨ
ブ
記
の
思
想
は
こ
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
条
的
応
報
思
想
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
愛
な
る
絶
対
者
な
る
神
を
信
仰
し
て
い
た
ヨ
ブ
に

も
災
い
は
襲
っ
て
き
た
と
語
っ
て
い
る
。
教
条
的
因
果
応
報
思
想
で
は
ヨ
ブ
の
苦
難
の
問
題
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
ヨ
ブ
記
記
者
は
語
っ

ky5224ヨ�記cB偶.indd   186 12.8.17   5:09:45 PM



187 ヨブ記に聴く̶̶ 被災者の立場からの解釈の試み

て
い
る
。
実
際
、
ヨ
ブ
記
の
書
か
れ
た
時
代
に
は
応
報
思
想
が
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
33
（

。
こ
の
思
想
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

て
い
た
の
が
ヨ
ブ
記
記
者
で
あ
る
。
ヨ
ブ
記
記
者
は
そ
の
思
想
の
限
界
に
気
付
い
て
、
そ
れ
を
超
え
る
思
想
を
見
つ
け
出
す
格
闘
を
し
た
の

で
あ
る
。

教
条
的
応
報
思
想
は
人
間
の
幸
不
幸
を
考
え
る
た
め
に
は
単
純
化
し
す
ぎ
て
い
る
。
確
か
に
分
か
り
や
す
い
の
で
、
信
仰
者
の
心
の
中
に

深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
教
条
的
応
報
思
想
に
と
ら
わ
れ
て
信
仰
者
自
身
が
苦
し
む
こ
と
で
あ
る
。
不
幸
が
襲
っ
て

く
る
と
自
分
の
信
仰
の
足
り
な
さ
を
悔
い
て
自
責
の
念
に
と
ら
わ
れ
る
。
信
仰
が
足
り
な
い
か
ら
不
幸
が
襲
っ
た
と
。
こ
の
よ
う
な
個
人
的

レ
ベ
ル
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
応
報
思
想
は
信
仰
共
同
体
の
中
に
亀
裂
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
）
34
（

。
不
幸
を
負
っ
た
人

は
自
分
の
罪
の
報
い
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
苦
し
む
の
は
当
た
り
前
と
い
う
思
想
を
生
ん
で
い
く
）
35
（

。
因
果
応
報
思
想
が
人
を
裁
く
道

具
に
な
る
。
こ
れ
は
、
苦
し
み
を
負
い
つ
つ
助
け
合
う
共
同
体
を
作
る
役
に
は
立
た
な
い
。

今
回
の
大
地
震
と
津
波
で
信
仰
者
も
命
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
愛
す
る
人
を
失
っ
た
信
仰
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
信

仰
の
足
り
な
さ
を
嘆
い
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ
ブ
記
は
今
回
の
災
害
や
苦
難
は
信
仰
の
足
り
な
さ
と
は
無
関
係
だ
と
教
え
て

い
る
。2　

人
生
は
危
機
を
包
み
込
ん
で
い
る
（
苦
難
の
原
因
、
理
由
）

人
は
知
識
や
情
報
を
集
め
、
叡
智
を
集
め
て
人
間
の
世
界
を
築
い
て
き
た
。
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
た
め

に
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ
に
頼
っ
て
き
た
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
準
備
が
あ
れ
ば
万
一
の
事
態

が
起
き
て
も
後
悔
し
な
い
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
予
測
不
可
能
性
を
持
つ
人
生
に
対
す
る
楽
観
論
で
あ
る
。
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ヨ
ブ
記
は
こ
の
世
界
は
世
界
自
体
が
無
惨
に
消
え
失
せ
る
危
険
（
リ
ス
ク
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。
過
去
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
、
人
間
は
自
然
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
気
象
学
や
治
水
技
術
を
生
み
出
し
た
。
病
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
医
学
が

発
達
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
自
然
の
暴
威
か
ら
完
全
に
は
家
や
生
命
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
間
は
科
学
技
術
の
発
展
や
医
学

の
進
歩
を
過
信
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
科
学
や
医
学
が
発
達
す
れ
ば
、
こ
れ
で
安
心
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
科
学
や
医
学
が
安
全
神

話
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
然
の
破
壊
力
の
大
き
さ
や
人
間
の
限
界
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
ヨ
ブ
記
は
、
ヨ
ブ
が
築
い
た
財
産
、
名
声
、
評
判
も
、
一
瞬
に
消
え
て
し
ま
う
と
教
え
て
い
る
。
人
間
の
生
命
は
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
警
告
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヨ
ブ
の
人
生
は
、
喪
失
、
挫
折
、
別
離
、
死
、
消
滅

を
抱
え
込
ん
だ
人
生
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
人
生
の
「
現
実
」
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
る
よ
う
に
と
警
告
し
て
い
る
。
非
常

に
冷
静
な
目
を
持
っ
て
人
生
の
現
実
に
向
き
合
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

冷
静
な
目
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
災
難
が
襲
っ
て
き
た
時
に
、
慌
て
ず
、
絶
望
せ
ず
に
、
災
害
の
現
実
に
向
き
合
い
、
解
決
へ
の
道
を
探
る

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
災
害
を
忘
れ
た
社
会
は
、
災
害
が
襲
っ
て
す
べ
て
を
失
っ
た
時
、
災
害
に
向
き
合
う
こ
と
さ

え
で
き
な
い
絶
望
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ブ
記
は
人
生
に
は
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
悲
劇
が
起
き

た
時
に
絶
望
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
冷
静
な
目
で
現
実
を
見
て
対
応
す
る
よ
う
に
教
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
生
を
甘
く
見
る
こ
と
で
は

な
く
、
人
生
が
自
然
や
宇
宙
の
中
で
営
ま
れ
て
い
る
小
さ
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
い
る
。

3　
原
因
追
及
は
被
災
者
の
最
終
的
救
い
（
生
き
る
力
）
に
な
ら
な
い

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ヨ
ブ
記
の
詩
文
は
三
人
の
友
人
た
ち
と
エ
リ
フ
の
対
話
で
苦
難
の
原
因
追
及
に
関
心
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て

苦
難
の
原
因
追
及
は
ヨ
ブ
自
身
を
ま
す
ま
す
苦
し
め
て
し
ま
っ
た
。
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三
八
章
以
降
は
神
が
直
接
ヨ
ブ
に
語
り
か
け
て
い
る
。「
主
は
嵐
の
中
か
ら
ヨ
ブ
に
答
え
て
仰
せ
に
な
っ
た
」（
三
八
・
一
）
と
あ
っ
て
、

突
然
、
神
が
直
接
ヨ
ブ
に
語
り
か
け
る
。
今
ま
で
の
友
人
た
ち
と
の
議
論
は
中
途
で
切
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ブ
記
記
者
が
敢
え
て
こ
の
よ
う
な

議
論
の
終
わ
り
方
を
し
た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
。
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

① 

一
つ
の
解
釈
は
、
何
故
、
正
し
い
人
が
苦
し
む
の
か
と
議
論
す
る
こ
と
自
体
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
災
難
の
原
因
を
追

及
し
て
原
因
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
被
災
者
は
そ
の
原
因
説
明
に
納
得
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
新
た
な
疑
問
が
浮
び
上

が
っ
て
く
る
。
残
念
な
が
ら
、
い
く
ら
原
因
説
明
さ
れ
て
も
心
の
傷
は
癒
さ
れ
な
い
。
心
の
傷
は
「
失
っ
た
も
の
」
が
戻
っ
て
く
る
か
、
あ

る
い
は
愛
で
癒
さ
れ
る
し
か
な
い
。
ヨ
ブ
記
記
者
が
終
わ
り
の
な
い
原
因
追
及
を
突
然
止
め
た
理
由
は
、
原
因
追
及
以
外
に
本
質
的
な
癒
し

が
あ
る
こ
と
を
教
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
解
釈
で
き
る
）
36
（

。
ヨ
ブ
の
心
を
癒
す
鍵
は
神
と
の
出
会
い
だ
と
ヨ
ブ
記
は
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。

② 

第
二
の
解
釈
は
、
神
の
突
然
の
介
入
は
観
念
論
的
原
因
追
及
（
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
に
よ
る
正
義
論
）
を
打
ち
切
っ
て
、
ヨ
ブ
自
身
に

関
心
を
向
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ブ
は
自
分
に
降
り
か
か
っ
た
災
難
の
原
因
追
及
に
集
中
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
神
の
介

入
に
よ
っ
て
ヨ
ブ
自
身
が
神
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
不
条
理
な
災
害
で
負
っ
た
心
の
傷
は
観
念
的
議
論
で
は
癒
さ
れ
な
か
っ

た
。
観
念
論
的
議
論
は
「
言
葉
を
重
ね
て
神
の
経
綸
を
暗
く
す
る
」（
三
八
・
二
）
も
の
だ
と
神
は
非
難
し
て
い
る
。
神
ご
自
身
と
ヨ
ブ
が

直
接
人
格
的
出
会
い
を
す
る
こ
と
こ
そ
癒
し
の
道
だ
と
語
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
は
観
念
論
的
議
論
か
ら
実
存
的
出
会
い
へ
の
移

行
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
神
の
突
然
の
介
入
は
、
神
と
の
実
存
的
出
会
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。「
あ
な
た
の
こ
と
を
、
耳
に
し
て

は
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
こ
の
目
で
あ
な
た
を
仰
ぎ
見
ま
す
）
37
（

」（
四
二
・
五
）
は
、
神
と
の
出
会
い
の
生
き
た
体
験
を
示
し
て
い
る
。

神
ご
自
身
を
ヨ
ブ
自
身
の
体
験
と
し
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
を
超
え
る
方
、
自
然
を
支
配
し
、
猛
獣
を
支
配
下
に
お
さ
め
る
方
と
し
て

目
が
開
か
れ
た
。
そ
れ
は
別
の
言
い
方
で
は
、
実
存
的
出
会
い
に
よ
る
神
へ
の
信
仰
の
回
復
で
あ
る
し
、
ヨ
ブ
自
身
が
神
の
中
に
生
き
る
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力
、
再
生
の
力
を
見
出
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
神
を
体
験
す
る
に
は
、
災
害
の
原
因
追
及
で
は
な
く
、
被
災
者
自
身
が
神
と
の
出
会
い
へ
の
選
択
を
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
が
、
被
災
の
現
実
を
見
な
が
ら
も
、
自
分
が
立
ち
上
が
る
力
を
得
る
道
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
被
災
者
が
大
地
震
や
津
波
で
失
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
。
目
前
の
被
災
の
厳
し
さ
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
つ

つ
、
未
来
に
向
か
っ
て
生
き
る
に
は
、
被
災
者
の
心
に
生
き
る
力
や
希
望
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
生
き
る
力
や
希
望
を
得
る
に

は
、
神
を
生
き
た
力
と
し
て
体
験
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
生
き
て
働
く
神
へ
の
信
仰
が
被
災
で
打
ち
の
め
さ
れ
た
魂
を
癒

し
、
立
ち
上
が
る
力
を
与
え
る
と
教
え
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

4　
怒
り
狂
う
ヨ
ブ
に
目
を
注
ぐ
神

ヨ
ブ
記
の
中
心
は
四
人
の
友
た
ち
と
の
議
論
で
あ
る
。
ヨ
ブ
は
神
に
反
抗
し
、
攻
撃
し
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
終
段
階
で

は
「
ど
う
か
、
わ
た
し
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
見
よ
、
わ
た
し
は
こ
こ
に
署
名
す
る
。
全
能
者
よ
、
答
え
て
く
だ
さ
い
。
わ
た

し
と
争
う
者
が
書
い
た
告
訴
状
を
わ
た
し
は
し
か
と
肩
に
担
い
、
冠
の
よ
う
に
し
た
頭
に
結
び
付
け
よ
う
」（
三
一
・
三
五
―
三
六
a
）
と

述
べ
て
、
神
と
の
対
決
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
ヨ
ブ
の
最
後
の
手
段
は
法
的
判
断
に
訴
え
て
自
分
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ

た
）
38
（

。
こ
こ
に
は
ヨ
ブ
が
悲
嘆
と
怒
り
を
持
っ
て
行
く
最
終
の
場
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
わ
た
し
は
こ
こ
に
署
名
す
る
。
全
能
者
よ
、
答
え
て
く
だ
さ
い
」
は
、
法
廷
へ
の
訴
え
で
あ
る
が
、
そ
の
訴
え
が
理
解
さ
れ
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
不
安
と
一
抹
の
諦
め
が
見
え
る
。
ヨ
ブ
は
法
廷
の
判
断
に
委
ね
て
、
語
る
こ
と
を
終
え
る
。「
ヨ
ブ
は
語
り
尽
く
し
た
」
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（
三
一
・
四
〇
b
）
と
あ
る
）
39
（

。
そ
し
て
、
つ
い
に
ヨ
ブ
は
力
尽
き
て
し
ま
う
。
新
共
同
訳
は
「
語
り
尽
く
し
た
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
言

葉
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。「
語
り
尽
く
し
た
」
と
は
語
る
べ
き
こ
と
は
す
べ
て
語
り
尽
く
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
れ
以
上
は
語
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
語
る
力
」
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
と
も
解
釈
可
能
で
あ
る
。
す
べ
て

の
力
を
振
り
絞
っ
て
語
り
尽
く
し
た
の
で
、
こ
れ
以
上
の
力
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
解
釈
で
は
、
こ
れ
以
上
闘
う
気
力

を
失
い
、
諦
め
の
状
況
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
時
が
ヨ
ブ
に
と
っ
て
の
本
当
の
危
機
で
あ
る
。

5　
絶
対
的
危
機
へ
の
神
の
介
入

こ
こ
で
ヨ
ブ
を
襲
っ
た
危
機
に
触
れ
よ
う
。
ヨ
ブ
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
危
機
を
体
験
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
危
機
は
ヨ
ブ
の
生
活
や

人
生
や
生
き
方
を
覆
し
た
。

ヨ
ブ
の
危
機
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

① 

ま
ず
第
一
は
、
ヨ
ブ
が
財
産
や
家
族
、
友
人
た
ち
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
牛
は
略
奪
さ
れ
、
牧
童
は
切
り
殺
さ
れ
、
家
は
倒
れ
、
若

者
た
ち
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
（
一
―
二
章
）。
ヨ
ブ
は
家
族
、
財
産
や
、
生
活
を
支
え
る
経
済
的
基
盤
を
す
べ
て
失
っ
た
。
ま
た
、
友
人
た

ち
と
の
関
係
も
崩
れ
て
し
ま
う
。「
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
は
も
う
た
く
さ
ん
だ
。
あ
な
た
た
ち
は
皆
、
慰
め
る
振
り
を
し
て
苦
し
め
る
」

（
一
六
・
二
）
と
ヨ
ブ
は
友
人
の
偽
り
の
親
切
を
非
難
し
て
い
る
。
ヨ
ブ
は
親
し
い
友
人
を
失
っ
た
。

② 

次
の
危
機
は
、
神
か
ら
見
放
さ
れ
た
と
感
じ
、
神
へ
の
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
時
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
ヨ
ブ
の
人
生
を
内
的
に
支

え
て
い
た
神
か
ら
見
放
さ
れ
た
と
感
じ
た
危
機
で
あ
る
。

「
全
能
者
の
矢
に
射
抜
か
れ
、
わ
た
し
の
霊
は
そ
の
毒
を
吸
う
」（
六
・
四
）。「
わ
た
し
に
は
も
は
や
助
け
と
な
る
も
の
は
な
い
。
力
も
奪
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い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」（
六
・
一
三
）。「
神
よ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
に
向
っ
て
叫
ん
で
い
る
の
に
、
あ
な
た
は
お
答
え
に
な
ら
な
い
。
御

前
に
立
っ
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
は
御
覧
に
な
ら
な
い
。
あ
な
た
は
冷
酷
に
な
り
、
御
手
の
力
を
も
っ
て
わ
た
し
に
怒
り
を
表
さ
れ
る
。
わ

た
し
を
吹
き
上
げ
、
風
に
乗
せ
、
風
の
う
な
り
の
中
で
ほ
ん
ろ
う
な
さ
る
。
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
わ
た
し
を
死
の
国
へ
、
す

べ
て
の
命
あ
る
も
の
が
や
が
て
集
め
ら
れ
る
家
へ
、
連
れ
戻
そ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
の
だ
」（
三
〇
・
二
〇
―
二
三
）。

ヨ
ブ
の
人
生
の
土
台
で
あ
る
神
と
の
信
頼
関
係
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
ヨ
ブ
は
神
に
適
切
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
怒
っ
て
い
る
。

③ 

そ
し
て
第
三
は
、
ヨ
ブ
が
財
産
も
家
族
も
す
べ
て
を
失
い
尽
く
し
て
、
遂
に
自
分
自
身
を
失
っ
た
危
機
で
あ
る
。
二
九
―
三
一
章
に
は
、

ヨ
ブ
の
嘆
き
が
独
白
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
ヨ
ブ
は
神
か
ら
も
友
人
た
ち
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
て
孤
独
の
中
で
嘆
く
。
そ
の
嘆
き
は
、
ヨ

ブ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
失
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
の
喪
失
「
ど
う
か
、
過
ぎ
た
年
月
を
返
し
て
く
れ
、
神
に
守
ら
れ
て
い
た
あ
の
日
々
」（
二
九
・
二
）。

現
在
の
喪
失
「
今
は
、
わ
た
し
よ
り
若
い
者
ら
が
わ
た
し
を
嘲
笑
う
」（
三
〇
・
一
）。

未
来
の
喪
失
「
死
の
破
滅
が
わ
た
し
を
襲
い
、
わ
た
し
の
力
は
風
に
吹
き
さ
ら
わ
れ
、
わ
た
し
の
救
い
は
雲
の
よ
う
に
消
え
去
っ
た
。
も

は
や
、
わ
た
し
は
息
も
絶
え
ん
ば
か
り
、
苦
し
み
の
日
々
が
わ
た
し
を
捕
え
た
」（
三
〇
・
一
五
―
一
六
）。

こ
の
危
機
は
身
体
的
生
命
と
精
神
的
・
霊
的
い
の
ち
の
両
方
を
失
っ
た
危
機
で
あ
る
。
こ
の
時
、
神
に
訴
え
る
気
力
さ
え
失
い
、
自
分
を

保
つ
怒
り
さ
え
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
危
機
は
、
神
に
無
関
心
に
な
り
、
怒
り
も
消
え
失
せ
る
絶
対
的
危
機
で
あ
る
。
ヨ
ブ
の
感
情
も
意

志
も
消
え
尽
く
し
て
い
る
。
生
き
る
意
志
も
力
も
な
く
、
自
分
を
諦
め
た
の
で
あ
る
。
神
や
友
人
と
議
論
し
た
力
が
消
え
失
せ
、
神
と
人
と

の
関
係
が
断
た
れ
、
戦
う
こ
と
も
、
悲
し
む
こ
と
も
な
く
な
り
、
生
き
る
屍
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
絶
対
的
危
機
状
態
の
時
に
神
が
介
入
し
た
の
で
あ
る
。「
主
は
嵐
の
中
か
ら
ヨ
ブ
に
答
え
て
仰
せ
に
な
っ
た
」（
三
八
・
一
）。

嵐
の
中
の
主
の
声
は
、
神
の
介
入
が
「
突
然
」、「
一
方
的
に
」、「
強
引
に
」
来
た
よ
う
に
ヨ
ブ
に
は
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
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何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
主
の
強
権
的
態
度
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
主
の
配
慮
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
苦

難
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
固
執
す
る
ヨ
ブ
の
心
を
、
一
旦
主
の
側
に
向
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

人
は
固
執
す
る
こ
と
で
解
決
の
道
を
塞
い
で
し
ま
う
。
多
角
的
視
野
を
失
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
ち
破
る
こ
と
で
、
主
の
一
方
的
愛

を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
神
の
一
方
的
働
き
に
よ
っ
て
神
と
ヨ
ブ
の
出
会
い
が
起
き
た
（
三
八
・
一
）。
そ
し
て
、
そ
の
時
、
ヨ
ブ
が
見
た

も
の
は
、
神
ご
自
身
で
あ
る
。「
今
、
こ
の
目
で
あ
な
た
を
仰
ぎ
見
ま
す
」（
四
二
・
五
）
は
、
神
を
わ
た
し
の
神
と
し
て
経
験
す
る
こ
と
か

ら
深
い
崇
敬
の
思
い
に
満
た
さ
れ
た
と
の
信
仰
告
白
に
至
っ
て
い
る
。
自
己
へ
の
固
執
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
ヨ
ブ
は
主
と
の
実
存
的
経
験
を

し
た
と
言
え
る
。

6　
神
と
「
真
っ
す
ぐ
に
」
向
き
合
う

神
と
ヨ
ブ
の
関
係
に
つ
い
て
も
う
一
つ
興
味
深
い
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
お
前
た
ち
は
、
わ
た
し
に
つ
い
て
わ
た
し
の
僕
ヨ
ブ
の
よ

う
に
正
し
く
語
ら
な
か
っ
た
」（
四
二
・
七
、
八
）
と
あ
る
か
ら
、
神
は
ヨ
ブ
と
三
人
の
友
人
た
ち
の
様
子
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
神
は
三
人
の
友
人
の
一
人
エ
リ
フ
ァ
ズ
に
「
お
前
と
お
前
の
二
人
の
友
人
に
対
し
て
怒
っ
て
い
る
」（
四
二
・
七
）
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ブ
が
不
平
不
満
を
述
べ
、
神
を
呪
っ
た
時
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
疑
問
に
な
る
の
は
、
ど
こ
に
ヨ
ブ

が
正
し
く
語
っ
た
根
拠
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
の
解
釈
が
あ
る
）
40
（

。「
正
し
く
」
の
一
つ
の
解
釈
は
、
ヨ
ブ
が
正
し
く

神
を
理
解
し
て
、
神
理
解
を
語
っ
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
正
し
く
」
は
「
真
っ
す
ぐ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
ヨ
ブ

自
身
が
真
実
な
気
持
ち
を
語
っ
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
ヨ
ブ
は
自
分
に
対
す
る
神
の
不
公
平
さ
、
神
の
無
慈
悲
さ
を
非
難
し
、
神
を
攻
撃

し
た
が
、
そ
れ
は
自
分
が
正
当
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
不
満
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
段

と
し
て
非
難
、
攻
撃
が
あ
っ
た
。
ヨ
ブ
の
態
度
を
消
極
的
に
非
難
す
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ヨ
ブ
の
不
満
が
持
つ
意
味
を
受
け
止
め
る
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べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
分
の
不
満
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
点
で
、
ヨ
ブ
は
自
分
の
感
情
を
「
真
っ
す
ぐ
に
」
神
に
訴
え
た
。
ヨ
ブ
は
神

に
怒
り
、
悔
し
さ
を
表
現
し
た
。
そ
の
よ
う
な
態
度
、
あ
る
い
は
神
と
の
向
き
合
い
方
が
「
真
っ
す
ぐ
だ
」
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
正
直
な
感
情
を
抑
圧
し
て
表
面
的
信
仰
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
う
の
は
、
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ヨ
ブ
は
神
へ
の
正
直
な
気
持
ち
を
表
現
し
た
。
そ
れ
は
神
と
の
「
真
っ
す
ぐ
」
な
関
係
で
あ
っ
た
。
ヨ
ブ
は
神
の
強
権
的
と
さ
え
思
え
る
態

度
を
恐
れ
て
正
直
な
気
持
ち
を
表
現
で
き
な
い
悔
し
さ
を
「
こ
の
よ
う
に
、
人
間
と
も
い
え
な
い
よ
う
な
者
だ
が
、
わ
た
し
は
な
お
、
あ
の

方
に
言
い
返
し
た
い
。
あ
の
方
と
共
に
裁
き
の
座
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
あ
の
方
と
わ
た
し
の
間
を
調
停
し
て
く
れ
る
者
、
仲
裁
す

る
者
が
い
る
な
ら
、
わ
た
し
の
上
か
ら
あ
の
方
の
杖
を
取
り
払
っ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
時
に
は
、
あ
の
方
の
怒
り
に
脅
か
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
恐
れ
る
こ
と
な
く
わ
た
し
は
宣
言
す
る
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
正
当
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
、
と
」（
九
・
三
二
―
三
五
）
と

述
べ
て
い
る
。「
裁
き
の
座
」「
調
停
し
て
く
れ
る
者
」「
仲
裁
す
る
者
」
と
あ
る
か
ら
、
法
廷
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ブ
は
被
告
席
に
い

る
。
法
廷
で
は
ヨ
ブ
の
身
分
が
守
ら
れ
、
発
言
す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
原
告
を
恐
れ
ず
に
、
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
を
発

言
で
き
る
と
言
う
。
ヨ
ブ
は
常
に
自
分
の
感
情
に
「
真
っ
す
ぐ
」
に
語
る
こ
と
を
求
め
た
者
で
あ
る
。
こ
こ
に
ヨ
ブ
が
神
か
ら
「
ヨ
ブ
は
正

し
く
語
っ
た
」
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
こ
に
は
神
と
向
き
合
う
姿
勢
が
「
真
っ
す
ぐ
」
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
被
災
者
が
神
は
い
な
い
と
感
じ
た
こ

と
を
神
に
訴
え
る
こ
と
が
、
神
と
の
信
頼
関
係
を
作
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
私
た
ち
は
思
い
が
け
な
い
病
を
告
知
さ
れ
た
り
、
事
故
な
ど

で
愛
す
る
も
の
を
奪
わ
れ
る
災
難
に
遭
っ
た
時
に
、「
神
な
ん
か
い
な
い
」
と
言
っ
て
神
に
背
を
向
け
て
離
れ
去
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
神

に
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
た
時
に
示
す
反
応
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
正
し
い
神
理
解
は
な
い
と
し
て
も
、
神
へ
の
漠
然
と
し
た
期
待
が
あ
り
、
漠

然
と
し
た
関
係
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
時
、
神
に
正
直
な
感
情
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
神
と
の
自
由
な
信
頼
関
係
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
神
と
の
真
の
関
係
は
こ
の
よ
う
な
自
由
で
率
直
で
純
粋
な
関
係
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
や
感
情
を
押
し
殺
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し
て
、
無
理
や
り
「
信
仰
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る
こ
と
の
誤
り
を
教
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ブ
記
は
私
た
ち
が
神
と
向

き
合
う
時
の
姿
勢
が
「
真
っ
す
ぐ
」
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
積
極
的
に
神
に
問
い
を
投
げ
か
け
、
組
討
ち

す
る
信
仰
姿
勢
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
）
41
（

。

こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
神
へ
の
率
直
な
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ
と
の
積
極
的
価
値
で
あ
る
。
信
仰
生
活
の
中
で
起
き
る
不
条
理
な
出

来
事
に
出
会
っ
て
不
信
に
陥
り
、
信
仰
が
落
ち
て
い
く
時
、
神
へ
の
否
定
的
感
情
を
表
出
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
解
釈
で
き
る
。
積
極
的
に

神
に
向
か
っ
て
問
い
や
感
情
を
投
げ
か
け
、
組
討
ち
す
る
信
仰
姿
勢
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
。

大
災
害
が
襲
っ
た
時
、
手
を
差
し
出
し
て
助
け
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
神
に
対
し
て
、
被
災
の
苦
し
み
、
悲
し
み
や
神
へ
の
怒
り
を
「
正

直
に
」
吐
露
し
て
も
よ
い
と
語
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
む
し
ろ
吐
露
す
る
こ
と
が
神
と
の
新
し
い
関
係
を
築
く
た
め
に
不
可
欠
だ
と

語
っ
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

7　
傷
つ
い
た
者
を
支
え
合
う
愛
の
共
同
体
の
必
要
性

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
人
生
は
常
に
破
滅
、
喪
失
、
死
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
ヨ
ブ
記
は
教
え
る
。
不
幸
に
も
、
被
災
し
た
人
が
出
た

場
合
、
そ
の
傷
つ
い
た
人
た
ち
を
慰
め
支
え
て
一
緒
に
生
き
る
た
め
の
思
想
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
制
度
が
大
切
に
な
る
。

労
り
や
思
い
や
り
を
中
心
に
し
た
共
同
社
会
を
作
る
た
め
の
思
想
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
必
要
が
あ

る
。
競
争
を
中
心
に
し
た
願
望
充
足
型
競
争
社
会
は
災
難
が
襲
っ
て
き
た
と
き
に
は
人
間
同
志
が
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
強
者
だ
け

が
生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
理
由
な
く
深
い
傷
を
負
っ
た
被
害
者
も
一
緒
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
労
り
の
社
会
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
応
報
思
想
は
共
同
体
に
亀
裂
を
も
た
ら
す
原
因
に
な
る
が
、
共
同
体
を
創
造
し
、
築
き
上
げ
る
力
に
は
な
ら
な

い
。
ヨ
ブ
は
三
人
の
友
人
か
ら
非
難
さ
れ
た
時
、
孤
独
の
底
か
ら
叫
ん
だ
。「
ど
う
か
、
わ
た
し
の
言
葉
を
聞
い
て
く
れ
。
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
が
わ
た
し
の
慰
め
な
の
だ
。
我
慢
し
て
、
わ
た
し
に
話
を
さ
せ
て
く
れ
」（
二
一
・
二
―
三
b
）
と
。
こ
こ
で
ヨ
ブ
は
自
分
の
訴
え
に

耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
と
叫
ん
で
い
る
。
こ
れ
こ
そ
ヨ
ブ
が
求
め
た
も
の
で
、
ヨ
ブ
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
生
き
る
力
を
引
き
出
す
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

癒
し
の
共
同
体
で
は
、
自
然
災
害
や
不
慮
の
事
故
で
生
命
を
失
っ
た
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
共
同
体
の
一
員
と
し
て
い
つ
ま
で
も
想
起

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
無
惨
な
死
や
悲
劇
的
死
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
た
ち
も
、
共
同
体
の
中
で
い
つ
ま
で
も
想
起
さ
れ
る
社
会
が
癒

し
の
共
同
体
で
あ
る
。
無
惨
に
も
亡
く
な
っ
た
人
を
今
に
甦
ら
せ
る
思
想
が
必
要
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
思
考
は
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
を
今
に
復
活
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
思
考
は
、
人
知
を
超
え
る
霊
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
）
の
世
界
を
認
め
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
世
界
で
は
死
者
も
生
者
も
超
越
者
の
眼
差
し
の
中
に
あ
る
。
超
越
者
の
世
界
を
認
め
る
こ
と
で
す
べ
て
の
人
が
私
た
ち
の
心

に
甦
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
死
者
は
生
者
の
人
生
物
語
の
中
で
新
た
な
意
味
を
持
っ
て
甦
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

8　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
の
重
要
さ

最
後
の
部
分
は
、「
主
は
嵐
の
中
か
ら
ヨ
ブ
に
答
え
て
仰
せ
に
な
っ
た
」（
三
八
・
一
）
と
あ
り
、
神
の
呼
び
か
け
が
、
長
々
と
語
ら
れ
て

（
四
〇
・
二
ま
で
）
ヨ
ブ
が
霊
的
覚
醒
を
起
こ
し
、
本
当
の
ヨ
ブ
自
身
の
在
り
様
に
気
づ
く
場
面
で
あ
る
。「
わ
た
し
は
軽
々
し
く
も
の
を
申

し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
あ
な
た
に
反
論
な
ど
で
き
ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
こ
の
口
に
手
を
置
き
ま
す
。
ひ
と
言
語
り
ま
し
た
が
、
も
う
主
張

い
た
し
ま
せ
ん
。
ふ
た
言
申
し
ま
し
た
が
、
も
う
繰
り
返
し
ま
せ
ん
」（
四
〇
・
四
―
五
）。

ky5224ヨ�記cB偶.indd   196 12.8.17   5:09:51 PM



197 ヨブ記に聴く̶̶ 被災者の立場からの解釈の試み

主
の
嵐
の
中
か
ら
の
声
を
聞
く
こ
と
は
ヨ
ブ
に
と
っ
て
非
常
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
で
あ
る
。
災
難
や
苦
難
に
向
け
ら
れ
た
ヨ
ブ
の

目
が
真
っ
す
ぐ
に
神
に
向
け
ら
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。
視
線
が
神
に
向
け
て
開
か
れ
、
主
と
の
垂
直
的
関
係
が
生
ま
れ
た
瞬
間
で
あ
る
）
42
（

。
こ
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
は
、
ヨ
ブ
が
何
者
で
あ
る
か
を
気
づ
か
せ
た
。「
あ
な
た
の
こ
と
を
、
耳
に
し
て
は
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
、

こ
の
目
で
あ
な
た
を
仰
ぎ
見
ま
す
」（
四
二
・
五
）
の
す
ぐ
後
、
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
塵
と
灰
の
上
に
伏

し
、
自
分
を
退
け
、
悔
い
改
め
ま
す
」（
四
二
・
六
）
と
あ
る
。
塵
と
灰
の
上
に
伏
し
、
自
己
正
当
化
を
止
め
て
自
分
の
罪
を
認
め
て
悔
い

て
い
る
。
自
分
の
内
に
あ
る
自
己
正
当
化
の
罪
の
大
き
さ
に
気
づ
き
神
の
前
に
遜
っ
て
悔
い
改
め
た
。

ヨ
ブ
記
三
八
章
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
が
突
然
来
た
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
三
二
―
三
七
章
は
エ
リ
フ
の
言
葉
で
あ
る
。
ヨ
ブ
記
の

記
述
か
ら
す
れ
ば
エ
リ
フ
の
言
葉
の
後
は
、
ヨ
ブ
の
応
答
が
来
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
順
序
に
従
わ
ず
に
、
三
八
章
か
ら
は
突
然
主
の
介
入

記
事
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
は
突
然
一
方
的
に
起
こ
り
、
超
越
者
の
視
点
か
ら
自
分
を
見
つ
め
さ
せ
て
く
れ
た
。
ヨ
ブ

が
主
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
古
い
自
己
の
殻
か
ら
出
て
、
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
は
危
機
で
失
っ
た
自

己
を
取
り
戻
す
機
会
と
な
る
。
そ
れ
は
、
ヨ
ブ
自
身
の
内
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
覚
醒
に
よ
る
失
っ
た
超
越
者
と
の
関
係
の
回
復
が
も

た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
）
43
（

。

主
の
突
然
の
介
入
が
読
者
の
予
測
を
覆
す
形
で
起
き
た
の
は
、
人
間
の
予
測
や
常
識
を
超
え
た
形
で
神
の
介
入
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
意
外
性
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
が
あ
る
と
言
い
得
よ
う
。「
そ
れ
で
も
神
の
介
入
が
あ
る
」
と
い
う
希
望
を
生
む
根
拠
で

も
あ
る
。

神
の
眼
差
し
の
中
に
ヨ
ブ
が
新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
出
す
出
発
点
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ヨ
ブ
記
の
四
二
章
は
失
っ
た
も
の
を
再
び
与
え
ら
れ

る
祝
福
の
物
語
で
あ
る
。
こ
の
四
二
章
は
ヨ
ブ
の
喪
失
の
悲
し
み
を
背
景
に
し
な
が
ら
新
し
い
物
語
が
始
ま
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
新

し
い
物
語
は
神
の
突
然
の
介
入
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
は
新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
出
す
た
め
の
出
発
点
に
な
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る
。
危
機
で
失
っ
た
過
去
の
物
語
で
は
な
く
、
失
っ
た
も
の
を
含
ん
だ
新
し
い
物
語
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
物
語
は
、
失
っ
た
も
の
が
い
か

に
大
き
く
、
い
か
に
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、「
失
っ
た
も
の
」
が
新
し
い
意
味
を
持
つ
物
語
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
ヨ

ブ
記
は
神
の
介
入
を
新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
出
す
た
め
の
視
点
を
示
そ
う
と
し
た
と
解
釈
で
き
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
は
す
べ
て
の
も

の
を
失
っ
た
人
に
新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
出
す
切
っ
掛
け
を
与
え
て
く
れ
る
。

六　

結　

び

三
・
一
一
の
大
地
震
、
津
波
災
害
、
原
発
事
故
で
多
く
の
方
の
生
命
と
財
産
、
仕
事
、
生
活
の
場
が
無
惨
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
四
方

八
方
想
像
を
絶
す
る
壊
滅
状
態
で
あ
る
。
そ
の
惨
事
を
見
た
人
の
頭
は
空
白
に
な
り
、
思
考
は
停
止
し
、
言
葉
を
失
っ
た
。
そ
し
て
、
神
は

ど
こ
に
い
た
の
か
と
人
々
は
疑
問
に
思
っ
た
。
ヨ
ブ
も
家
族
、
家
畜
、
雇
い
人
、
健
康
が
奪
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
災
難
の
明
確
な
理

由
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
事
実
が
ヨ
ブ
を
一
層
苦
し
め
た
。

こ
の
拙
論
で
は
牧
会
論
的
視
点
か
ら
ヨ
ブ
記
を
読
ん
で
き
た
。
家
、
家
畜
、
雇
い
人
、
家
族
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
健
康
を
失
っ
た
ヨ
ブ

が
経
験
し
た
経
験
に
集
中
し
て
読
み
直
し
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ヨ
ブ
記
記
者
に
も
正
し
い
人
が
災
難
に
遭
っ
て
苦
し
む
理
由
は
見

つ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
神
が
人
を
苦
し
め
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
神
が
自
然
の
猛
威
を
止
め
る
権
限
も
な
い
。
し
か
し
、
何
故
こ
ん

な
こ
と
が
自
分
の
身
に
起
き
た
の
か
と
苦
し
む
人
や
、
神
な
ん
て
い
な
い
と
神
を
否
定
す
る
人
に
も
、
不
条
理
な
出
来
事
と
の
向
き
合
い
方

を
語
っ
て
い
る
。
ヨ
ブ
記
は
悲
惨
な
現
実
を
見
な
が
ら
、
悲
惨
な
現
状
に
向
き
合
う
力
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
深
く
傷
つ
き
、
希
望
を

失
っ
た
人
間
自
身
に
語
り
か
け
て
い
る
。
ヨ
ブ
記
の
語
る
神
は
、
人
間
の
弱
さ
や
脆
さ
を
持
つ
人
間
に
寄
り
添
う
神
で
あ
る
。
ま
た
、
弱
さ
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を
弱
さ
と
認
め
る
こ
と
か
ら
神
と
の
関
係
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
人
間
自
身
が
自
己
の
弱
さ
を
経
験
し
た
時
に
起
き
る
叫
び

の
中
で
見
出
す
神
で
あ
る
。
そ
の
時
、
神
は
痛
む
人
の
一
番
近
く
に
い
て
、
生
き
る
力
や
希
望
を
与
え
よ
う
と
す
る
神
な
の
で
あ
る
。
神
こ

そ
破
滅
の
中
で
の
生
き
る
希
望
だ
と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ヨ
ブ
記
で
は
災
難
や
悲
劇
に
遭
っ
て
嘆
き
、
悲
し
み
、
怒
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ヨ
ブ
の
よ
う
に

神
に
「
地
上
に
彼
ほ
ど
の
者
は
い
ま
い
。
無
垢
な
正
し
い
人
で
、
神
を
畏
れ
、
悪
を
避
け
て
生
き
て
い
る
」（
一
・
八
）
と
言
わ
れ
た
人
で

も
、
自
分
の
身
に
重
な
る
悲
劇
が
襲
っ
て
き
た
時
、
神
に
不
平
を
言
い
、
呪
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
は
苦
難
に
も
が
き
苦
し
む
ヨ
ブ
を

見
守
り
続
け
、
不
平
、
怒
り
、
嘆
き
、
批
判
を
浴
び
せ
る
ヨ
ブ
を
神
は
見
捨
て
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
神
自
身
が
無
条
件
に
危
機
状
況
に
飛

び
込
ん
で
来
て
く
だ
さ
る
。

ヨ
ブ
記
は
災
害
に
遭
っ
て
嘆
き
悲
し
み
、
生
き
る
こ
と
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
人
に
、
神
に
も
っ
と
怒
り
、
不
平
を
言
っ
て
も
よ
い
と
励

ま
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
神
と
の
新
し
い
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
神
と
共
に
歩
む
人
生
が
生
ま
れ
る
と
ヨ
ブ
記
は
示
そ
う
と
し
て

い
る
と
教
え
ら
れ
る
。

　
　
　
注

（
1
） 

こ
の
論
文
を
執
筆
中
、『
福
音
と
世
界
』（
二
〇
一
一
年
八
月
号
、
新
教
出
版
社
）
は
「
特
集
＝
ヨ
ブ
記
と
神
義
論
」
を
公
刊
し
た
。
そ
こ
に
は

旧
約
学
者
、
宗
教
哲
学
者
、
新
約
学
者
、
宗
教
思
想
家
が
今
回
の
震
災
と
の
関
係
で
ヨ
ブ
記
を
論
じ
て
い
る
。
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（
2
） 

G
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
は
ペ
ル
ー
の
リ
マ
で
生
ま
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
学
者
で
主
著
『
解
放
の
神
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
）
は
神
学
界
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
は
「
ヨ
ブ
記
の
場
合
、
不
当
な
苦
し
み
に
翻
弄
さ
れ
る
無
垢
の
人
々
に
つ
い
て
神
は
こ
う
し
た
人
々

を
愛
し
て
お
り
、
ま
た
自
分
自
身
の
た
め
、
ま
た
他
の
人
の
た
め
に
正
義
を
求
め
る
正
当
な
要
求
が
無
償
性
の
支
配
す
る
世
界
で
十
分
か
つ
最

優
先
さ
れ
る
べ
き
緊
急
性
を
帯
び
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
歴
史
的
状
況
の
中
で
苦
し
む
人
の
立
場
で
ヨ
ブ
記
を
読
ん
で

い
る
。
G
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
、
山
田
経
三
訳
『
ヨ
ブ
記
――
神
を
め
ぐ
る
論
議
と
無
垢
の
民
の
苦
難
』
教
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
八
八
頁
。
こ
の

翻
訳
本
は
英
語
版 O

n Job: G
od-talk and the Suffering of the Innocent, M

aryknoll, 1987 

版
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
の
翻
訳
の
訳
者
あ
と
が
き

に
「
ヨ
ブ
記
を
聖
書
学
的
に
忠
実
に
解
明
す
る
と
共
に
、
ヨ
ブ
の
苦
し
み
を
現
代
世
界
に
お
い
て
苦
し
ん
で
い
る
人
々
と
の
歴
史
的
困
窮
と
結

び
つ
け
よ
う
と
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
歴
史
的
状
況
の
中
で
聖
書
を
読
む
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
震
災
の
被
災
者
の

立
場
か
ら
聖
書
が
ど
の
よ
う
な
慰
め
や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
歴
史
状
況
の
中
で
聖
書
の
価
値
を
問
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
） 

大
洪
水
（
創
世
記
六
―
八
章
）、
国
家
崩
壊
（
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
、
イ
ザ
ヤ
書
な
ど
）、
斬
首
（
マ
ル
コ
六
・
一
六
―
二
八
）、
パ

ウ
ロ
逮
捕
（
使
徒
言
行
録
一
六
・
二
〇
―
二
四
）
な
ど
、
そ
の
他
多
数
。

（
4
） 

危
機
と
は
、「
分
け
る
」
が
原
義
。
英
語 crisis

の
原
義
は
、
分
け
る
、
分
か
れ
目
。
こ
の
意
味
か
ら
裂
け
る
、
自
己
が
引
き
裂
か
れ
る
崩
壊
、

破
滅
、
分
断
、
分
裂
、
自
己
喪
失
な
ど
の
意
味
が
生
ま
れ
る
。

（
5
） 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
J
・
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
「
こ
の
世
の
視
座
か
ら
読
め
ば
、
ヨ
ブ
記
の
テ
ー
マ
は
神
義
論
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
に
悪
が
存
在
し
て
い

る
の
に
ど
う
し
て
神
の
義
を
立
証
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
他
方
天
の
視
座
か
ら
読
め
ば
人
義
論
、
す
な
わ
ち
悪
が
存
在
し
て
い
る

の
に
ど
う
し
て
人
間
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
テ
ー
マ
と
な
る
」A

braham
 J. H

eschel, G
od in Search of M

an: A
 

Philosophy of Judaism
.  

邦
訳
は
、
森
泉
弘
次
訳
『
人
間
を
探
し
求
め
る
神
――
ユ
ダ
ヤ
教
の
哲
学
』
教
文
館
、
一
九
九
八
年
、
四
七
七
頁
。

（
6
） 

こ
の
箇
所
は
、
イ
エ
ス
が
見
た
人
々
の
生
活
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
民
は
病
気
や
患
い
を
負
い
生
活
の
目
標
を
失
い
、
心
身
霊
と
も
に
弱

り
果
て
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
。
イ
エ
ス
は
民
の
中
に
身
を
置
い
て
民
の
生
活
の
苦
し
み
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
神
の
創
造
し
た
人
間
の
姿
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
は
痛
む
人
を
他
人
が
体
験
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
被
災
者
の
傷
の
深
さ
は
当
事
者
に
し
か
分
か
り
得
な
い
こ
と
を
謙
遜
に

認
め
、
で
き
る
限
り
被
災
者
の
傷
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
イ
エ
ス
自
身
が
人
々
の
打
ち
ひ
し
が
れ
た
様
子
を
見
て
心
を
痛
め
た
こ

と
が
牧
会
論
的
視
点
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
。
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（
7
） 

和
田
幹
男
に
よ
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
解
読
が
困
難
で
本
文
決
定
に
難
渋
す
る
部
分
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
和
田
和
男
『
新
共
同
訳
旧
約
聖
書
注

解｢

ヨ
ブ
記
―
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
』
教
文
館
、
二
二
―
二
三
頁
を
参
照
。

（
8
） 
和
田
幹
男
、
同
書
、
二
四
―
二
五
頁
。
民
話
は
ヨ
ブ
記
で
採
用
さ
れ
た
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
者
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
に
類
す
る
民
話
は
他
に
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。

（
9
） 

詩
文
の
三
人
の
友
人
た
ち
と
ヨ
ブ
の
議
論
に
つ
い
て
、
永
見
勇
は
ヨ
ブ
と
友
人
た
ち
の
対
話
で
の
テ
ー
マ
は
ヨ
ブ
の
苦
難
は
何
故
起
き
た
の
か

で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ブ
記
の
中
で
は
解
答
は
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
テ
ー
マ
は
神
秘
で
あ
っ
た
「
詮
索
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
立
場

を
取
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
永
見
勇
「
キ
リ
ス
ト
教
と
ヨ
ブ
記
」『
福
音
と
世
界
』
特
集
＝
ヨ
ブ
記
と
神
義
論
、
二
〇
一
一
年
八
月
号
、
新

教
出
版
社
、
三
二
―
三
三
頁
。

（
10
） 

和
田
幹
男
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。

（
11
） 

並
木
浩
一
は
「
ヨ
ブ
記
」
の
書
か
れ
た
歴
史
的
状
況
に
つ
い
て
神
殿
と
律
法
を
中
心
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
正
統
主
義
の
確
立
に
よ
っ
て
、
既
存
の
解

答
で
満
足
す
る
こ
と
に
危
惧
を
持
つ
知
識
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
並
木
浩
一
「
ヨ
ブ
記
か
ら
の
呼
び
か
け
」『
福
音
と
世
界
』

二
〇
一
一
年
八
月
号
、
新
教
出
版
社
、
二
五
―
二
七
頁
。

（
12
） 

並
木
浩
一
は
「
完
全
で
ま
っ
す
ぐ
で
あ
り
、
神
を
畏
れ
、
悪
を
遠
ざ
け
て
い
た
」
と
訳
出
。
並
木
浩
一
、
勝
村
弘
也
訳
『
ヨ
ブ
記　

箴
言
』
旧

約
聖
書
XII
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
三
頁
。
並
木
は
「
完
全
」
と
は
「
信
仰
と
倫
理
に
お
い
て
非
難
の
余
地
な
く
努
力
す
る
姿
勢
が
完
全

で
あ
る
こ
と
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
13
） 

J
・
G
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
は
、
ヨ
ブ
の
敬
虔
は
神
の
祝
福
の
結
果
か
ど
う
か
を
ヨ
ブ
記
は
問
う
て
い
る
と
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
世
界
の
創
造
者
に
し
て
人
類
へ
の
施
恵
者
な
る
神
は
人
間
に
対
し
て
垂
れ
る
恩
恵
に
よ
っ
て
の
み
崇
め
ら
れ
る
に
足
る
の
か
」。J. G

erald 

Janzen, Job: Interpretation, A
 B

ible C
om

m
entary for Teaching and Preaching, A

tlanta, John K
nox Press, 1985.  

邦
訳
は
、
飯
謙
訳

『
ヨ
ブ
記
』
現
代
聖
書
注
解
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
九
年
、
七
五
頁
、
二
三
頁
。

（
14
） 「
ほ
う
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
に
は
、
神
か
ら
関
わ
ら
れ
る
こ
と
へ
の
う
っ
と
う
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
繰
り
返
し
訴
え
た
こ
と

が
無
駄
だ
っ
た
と
い
う
神
へ
の
失
望
と
諦
め
が
読
み
取
れ
る
。
ヨ
ブ
は
神
と
の
関
係
を
断
っ
て
孤
独
の
底
に
落
ち
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

（
15
） 

翻
訳
に
よ
っ
て
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
並
木
浩
一
訳
『
ヨ
ブ
記
』（
岩
波
書
店
）
で
は
、
必
ず
し
も
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
な

ky5224ヨ�記cB偶.indd   201 12.8.17   5:09:54 PM



202

い
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
「
決
し
て
な
い
」
の
意
味
が
汲
み
取
れ
る
訳
に
な
っ
て
い
る
。

（
16
） 
自
分
の
最
も
信
頼
す
る
も
の
か
ら
見
放
さ
れ
て
全
く
孤
立
化
す
る
と
、
人
は
妄
想
に
逃
げ
込
む
か
、
あ
る
い
は
、
意
固
地
に
自
己
主
張
し
て
自

己
を
保
と
う
と
す
る
し
か
な
い
。
ヨ
ブ
の
断
末
魔
の
叫
び
「
…
…
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
な
い
」
に
は
ヨ
ブ
の
叫
び
に
応
え
て
く
だ
さ
ら
な
い

神
に
絶
望
し
、
存
在
を
支
え
る
土
台
を
失
っ
て
、
意
固
地
に
自
己
正
当
化
す
る
ヨ
ブ
の
姿
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

（
17
） 

無
実
な
人
、
正
し
い
人
は
決
し
て
滅
ぼ
さ
れ
な
い
。
因
果
応
報
思
想
。

（
18
） 

子
供
が
犯
し
た
罪
の
結
果
、
親
が
罰
を
負
う
と
い
う
因
果
応
報
思
想
。

（
19
） 

神
は
悪
を
裁
か
れ
る
神
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
因
果
応
報
思
想
が
あ
る
。
神
の
前
に
悪
を
隠
せ
な
い
。
す
べ
て
の
悪
を
神
は
見
通
し
て
い
て
裁
か

れ
る
。
し
か
し
、
悔
い
改
め
れ
ば
、
神
の
前
に
祝
福
を
得
ら
れ
る
。
そ
れ
が
賢
い
生
き
方
だ
。

（
20
） 

神
に
悔
い
改
め
な
い
ヨ
ブ
は
傲
慢
だ
と
裁
く
。
神
の
言
葉
を
無
視
し
て
自
分
の
欲
望
を
満
た
し
た
結
果
は
、
破
滅
が
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
の

意
味
。

（
21
） 

サ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
浅
野
順
一
『
ヨ
ブ
記
』、
二
七
一
頁
を
参
照
。

（
22
） 「
お
前
の
い
い
よ
う
に
す
る
が
よ
い
」
と
は
、
サ
タ
ン
の
気
持
ち
が
済
む
よ
う
に
し
て
も
よ
い
と
解
釈
で
き
る
。
こ
こ
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が

あ
る
。
神
は
何
故
サ
タ
ン
の
気
持
ち
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
サ
タ
ン
は
ヨ
ブ
が
神
に
従
順
で
あ
る
こ
と
に
不
満
だ
っ
た
の

か
。
そ
し
て
、
ヨ
ブ
は
従
順
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
ご
利
益
信
仰
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
か
っ
た
の
か
。
す
な
わ
ち
、
サ
タ
ン
は
ヨ
ブ
の

信
仰
の
本
体
を
暴
き
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
サ
タ
ン
は
神
に
従
順
な
人
を
神
か
ら
引
き
離
す
こ
と
を
喜
び
と
し
た
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
。「
ひ
と
つ
こ
の
辺
で
、
御
手
を
伸
ば
し
て
彼
の
財
産
に
触
れ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
面
と
向
か
っ
て
あ
な
た
を
呪
う
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
」（
一
・
一
一
）
と
述
べ
て
、
ヨ
ブ
が
神
を
呪
う
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。「
呪
う
」
と
は
、
真
正
面
か
ら
対
立
し
て
恨
む
こ

と
を
言
う
か
ら
、
神
と
ヨ
ブ
を
引
き
離
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
お
前
は
理
由
も
な
く
、
わ
た
し
を
唆
し
て
彼
を
破
滅
さ
せ
よ
う

と
し
た
」（
二
・
三
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
も
サ
タ
ン
の
悪
意
が
見
え
る
。
R
S
V
で
はYou m

oved m
e against him

, to destroy him
 w

ithout 

cause.

（
お
前
は
ヨ
ブ
と
私
を
対
立
さ
せ
て
、
理
由
な
く
ヨ
ブ
を
破
滅
さ
せ
よ
う
と
し
た
）。
R
S
V
は
サ
タ
ン
の
魂
胆
は
ヨ
ブ
と
神
と
を
敵
対

さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

（
23
） 

八
木
誠
一
は
「
カ
ミ
サ
マ
は
ヨ
ブ
に
絶
対
の
信
頼
を
置
い
て
い
る
か
ら
悪
事
を
許
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
そ
ん
な
テ
ス
ト
の
必
要
な
ど
全
く
な
い
』

と
サ
タ
ン
の
教
唆
を
つ
っ
ぱ
ね
る
の
が
本
当
の
知
と
信
頼
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
カ
ミ
サ
マ
の
態
度
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
八
木
誠
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一
「
宇
宙
の
神
と
人
間
の
道
」『
福
音
と
世
界
』
二
〇
一
一
年
八
月
号
、
四
一
頁
。

（
24
） 
浅
野
順
一
は
「
賭
け
」
と
解
釈
し
て
い
る
。『
新
聖
書
大
辞
典
』
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
一
四
六
八
―
一
四
七
三
頁
。
ま
た
G
・
グ

テ
ィ
エ
レ
ス
、
前
掲
書
、
三
九
頁
。

（
25
） 「
平
穏
な
生
活
を
し
て
い
た
わ
た
し
を
神
は
打
ち
砕
き
」、
と
記
し
て
神
と
悪
者
が
結
託
し
て
私
を
徹
底
的
に
打
ち
砕
い
て
し
ま
っ
た
。
信
頼
し

て
い
た
神
は
私
の
見
方
で
は
な
く
、
悪
者
の
側
に
立
っ
て
私
を
苦
し
め
る
と
嘆
く
。

（
26
） 

サ
タ
ン
の
言
葉
「
ヨ
ブ
が
、
利
益
も
な
い
の
に
神
を
敬
う
で
し
ょ
う
か
」（
一
・
九
）
は
、
ヨ
ブ
の
信
仰
は
御
利
益
信
仰
だ
と
の
指
摘
と
解
釈
で

き
る
。
こ
こ
に
は
神
が
ヨ
ブ
を
誉
め
た
こ
と
に
対
す
る
サ
タ
ン
の
嫉
妬
が
見
え
る
。
ヨ
ブ
を
嫉
妬
し
て
の
嫌
が
ら
せ
が
見
え
る
。

（
27
） 

並
木
浩
一
、
前
掲
書
「
ヨ
ブ
記
か
ら
の
呼
び
か
け
」、
二
八
頁
。

（
28
） 

和
田
幹
男
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。「
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
は
最
高
神
を
中
心
に
神
々
が
天
上
の
法
廷
に
集
っ
て
会
議
を
開
き
、
地
上
で
何
か
計
画

を
実
行
す
る
た
め
の
重
大
な
決
定
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

（
29
） 

将
来
、
地
震
予
知
学
が
進
歩
し
、
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
災
害
予
防
に
大
き
く
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
震

予
防
学
が
ど
ん
な
に
進
歩
し
て
も
地
震
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
人
間
は
地
震
や
津
波
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。

（
30
） 

東
日
本
大
震
災
や
津
波
が
も
た
ら
し
た
被
害
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
私
た
ち
に
は
安
易
に
受
入
れ
ら
れ
な
い
。
聖
書
の
神
は
全
知
全
能
で
、
山

を
も
動
か
し
、
海
を
も
分
け
、
嵐
を
司
る
と
教
え
て
い
る
。
こ
の
聖
書
理
解
に
立
つ
と
、
神
に
忠
実
な
人
に
は
、
神
は
被
害
を
免
れ
さ
せ
て
く

だ
さ
る
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
今
回
の
大
震
災
は
こ
の
理
解
と
は
合
致
し
な
い
。
こ
の
矛
盾
に
ど
う
答
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
並

木
浩
一
も
八
木
誠
一
も
今
回
の
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
は
見
解
を
共
有
し
て
い
る
。
並
木
は
今
回
の
震
災
は
人
間
の
外
部
世
界
の
こ
と
で
あ
り
、

自
然
界
に
は
「
自
然
界
の
秩
序
と
自
律
性
」
が
あ
る
と
言
う
。
並
木
、
前
掲
「
ヨ
ブ
記
か
ら
の
呼
び
か
け
」、
二
九
頁
。
八
木
は
「
自
然
は
人
間

の
た
め
で
は
な
く
、
自
然
自
身
の
秩
序
に
し
た
が
っ
て
動
く
」
と
言
っ
て
い
る
。
八
木
誠
一
、
前
掲
書
、
四
三
頁
。
並
木
も
八
木
も
こ
の
よ
う

な
自
然
界
の
リ
ズ
ム
（
並
木
）、
自
然
の
秩
序
（
八
木
）
を
認
め
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
築
く
べ
き
だ
と
語
っ
て
い
る
。
聖
書
は
苦
難
の
原

因
の
追
求
よ
り
も
む
し
ろ
、
現
状
を
い
か
に
生
き
る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
災
害
の
原
因
追
及
に
は
あ
ま
り
関
心
が

な
い
。
そ
れ
は
、
大
震
災
の
原
因
は
、
神
の
権
限
外
に
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
聖
書
は
、
苦
難
を
負
っ
た
人
に
生
き

る
力
や
希
望
を
与
え
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
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（
31
） 

Ⅰ
コ
リ
ン
ト
一
三
・
一
二
に
は
「
わ
た
し
は
、
今
は
一
部
し
か
知
ら
な
く
と
も
、
そ
の
と
き
に
は
、
は
っ
き
り
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
っ
き

り
知
る
よ
う
に
な
る
」
と
あ
る
。
こ
の
聖
書
か
ら
す
る
と
、
今
、
苦
難
や
被
災
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
後
で
分
か
る
よ
う
に

な
る
と
の
意
味
に
な
る
。
実
は
、
ヨ
ブ
記
の
最
初
に
は
、
神
と
サ
タ
ン
の
話
し
合
い
が
天
上
で
行
わ
れ
た
結
果
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
私
た
ち
に
は
苦
難
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
と
も
言
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

（
32
） 

因
果
応
報
は
、
原
因
と
結
果
が
関
係
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
全
般
に
深
く
根
付
い
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
。
不
幸
な
事
が
起
き
る
と

そ
の
原
因
が
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
だ
と
決
め
て
探
し
求
め
る
。
原
因
が
見
つ
か
る
と
二
度
と
失
敗
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
因
果
応
報
と
い

う
秩
序
が
あ
る
こ
と
で
人
の
生
活
は
混
乱
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
定
着
す
る
と
、
悪
い
事
が
起
き
る
と
原
因
が
必

ず
あ
る
は
ず
だ
と
決
め
て
、
原
因
探
し
を
し
始
め
る
。
ヨ
ブ
の
苦
難
は
ヨ
ブ
自
身
の
罪
か
子
供
た
ち
の
罪
か
の
ど
ち
ら
か
に
原
因
が
あ
る
と
、

友
人
た
ち
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

（
33
） 

ヨ
ブ
は
「
わ
た
し
が
過
ち
を
犯
し
た
の
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
そ
の
過
ち
は
わ
た
し
個
人
に
と
ど
ま
る
の
み
だ
」（
一
九
・
四
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
応
報
思
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ヨ
ブ
自
身
も
こ
の
思
想
に
全
く
染
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

（
34
） 

例
え
ば
、
ヨ
ブ
記
五
・
八
「
わ
た
し
な
ら
、
神
に
訴
え
、
神
に
わ
た
し
の
問
題
を
任
せ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
ヨ
ブ
を
非
難
し
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
点
は
「
わ
た
し
な
ら
」
と
言
っ
て
、
ヨ
ブ
と
の
差
別
化
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
別
化
が
共
同
体
の
亀
裂
を
生
む
原
因

に
な
る
。

（
35
） 

例
え
ば
ヨ
ブ
記
八
・
三
b
―
四
「
全
能
者
が
正
義
を
曲
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
子
ら
が
神
に
対
し
て
過
ち
を
犯
し
た
か
ら
こ
そ
、
彼

ら
を
そ
の
罪
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
36
） 

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
九
・
一
―
三
。
生
ま
れ
つ
き
盲
人
の
記
事
が
あ
る
。
弟
子
た
ち
の
質
問
は
苦
難
の
原
因
追
及
で
あ
っ
た
が
、
イ
エ
ス
は
そ
の
質

問
に
は
直
接
答
え
て
い
な
い
。
イ
エ
ス
は
盲
人
が
神
の
栄
光
の
た
め
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
肯
定
と
、
盲
人
に
は
使
命
が
あ
る
と
明

確
に
示
し
て
い
る
。

（
37
） 

四
二
・
五
の
『
新
共
同
訳
聖
書
』
に
は
主
語
「
わ
た
し
」（
ヨ
ブ
自
身
）
が
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
口
語
訳
聖
書
は
「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
事
を

耳
で
聞
い
て
い
た
ま
し
た
が
、
今
は
わ
た
し
の
目
で
あ
な
た
を
拝
見
い
た
し
ま
す
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
語
「
わ
た
し
」
と
目
的

語
「
あ
な
た
」
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
並
木
は
「
そ
う
で
す
。
私
は
あ
な
た
の
こ
と
を
片
耳
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

今
、
私
の
目
は
あ
な
た
を
み
ま
し
た
」
と
訳
出
。「
あ
な
た
を
見
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。「
ヨ
ブ
が
顕
現
し
、
彼
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と
水
平
の
位
置
に
立
っ
て
彼
に
語
り
か
け
た
こ
と
、
彼
の
目
が
神
の
統
治
と
そ
の
不
思
議
に
対
し
て
聞
か
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
思
い
が
け

な
い
地
平
の
広
が
り
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
ヨ
ブ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
の
基
盤
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
。『
ヨ
ブ
記　

箴
言
』、
一
七
〇
頁
。
R
S
V
で
は
、“I have heard of thee by the hearing of the ear, but now

 m
y eye sees thee. ” 

と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
私
は
今
ま
で
は
あ
な
た
の
こ
と
を
耳
で
聞
い
て
い
た
が
、
今
、
私
の
目
で
あ
な
た
を
見
て
い
ま
す
。
主
語
を
訳
出
す
る
こ
と
で
、
主
語

は
強
調
さ
れ
、
ヨ
ブ
自
身
の
主
体
性
が
明
確
化
さ
れ
る
。
ボ
ス
は
こ
こ
を
ヨ
ブ
は
先
に
は
神
に
つ
い
て
聞
い
て
知
っ
て
い
た
が
、
今
、
新
し
く

神
を
知
っ
た
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
と
書
い
て
い
る
。Jeffrey B
oss, H

um
an C

onsciousness of G
od in the B

ook of Job: A
 T

heological 

and Psychological C
om

m
entary, C

ontinuum
, 2010, p. 213.  

更
に
、
神
が
ヨ
ブ
の
と
こ
ろ
に
降
り
て
来
た
の
は
、
議
論
す
る
た
め
で
は
な
く
、

ヨ
ブ
の
そ
ば
に
寄
り
添
う
た
め
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

（
38
） 

左
近
淑
は
三
一
・
三
五
―
三
七
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
ヨ
ブ
記
四
―
三
一
章
全
体
の
必
然
的
到
着
点
で
あ
る
」
と
。
そ
の
理
由

に
こ
こ
に
は
「
人
間
的
に
は
異
常
な
ま
で
に
例
外
的
な
完
璧
な
義
人
が
い
る
」
と
し
、
超
人
化
し
、
人
神
化
す
る
人
間
の
最
大
の
罪
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
法
廷
に
立
っ
て
、
ヨ
ブ
は
畏
れ
な
く
赦
し
を
乞
う
こ
と
も
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
左
近
淑
『
左
近
淑
著
作
集　

別
巻　

聖
句
研
究
』
教
文
館
、
一
九
九
八
年
、
二
一
八
頁
。

（
39
） 

口
語
訳
聖
書
は
「
ヨ
ブ
の
言
葉
は
終
っ
た
」
と
訳
出
。

（
40
） 「
わ
た
し
に
つ
い
て
わ
た
し
の
僕
ヨ
ブ
の
よ
う
に
正
し
く
語
る
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
。
Y
・
ピ
エ
オ
ン
は
、

正
義
は
時
代
や
社
会
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ヨ
ブ
記
は
語
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

三
人
の
友
人
た
ち
は
時
代
や
社

会
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昔
の
教
え
に
固
執
し
て
い
た
。
ヨ
ブ
は
新
し
い
状
況
に
敏
感
、
か
つ
置
か
れ
た
状
況
を
す
ば
や

く
感
じ
取
っ
て
、
そ
の
中
で
神
を
理
解
し
た
。
ヨ
ブ
が
「
正
し
く
語
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
が
正
し
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
た

の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。Yohan Pyeon, “You have not spoken w

hat is right about m
e: Intertexuality in the B

ook of Job, ” B
ell and 

H
ow

ell Inform
ation and Learning C

om
pany, 2000, pp.277-280.  C

larem
ont G

raduate U
niversity

に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
。
A
・

ワ
イ
ザ
ー
は
「
ヨ
ブ
の
苦
難
を
神
の
罰
だ
と
す
る
友
人
た
ち
の
見
解
が
最
後
に
は
や
は
り
正
し
か
っ
た
と
す
る
よ
う
な
誤
解
を
防
ぐ
た
め
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
対
話
の
仕
上
げ
と
し
て
特
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
述
べ
て
い
る
。A

rtur W
eiser, D

as B
uch 

H
iob, Vandenhoeck and R

uprecht, 1974.  

邦
訳
は
、
松
田
伊
作
訳
『
ヨ
ブ
記
――
私
訳
と
註
解
』
A
T
D
・
N
T
D
聖
書
註
解
刊
行
会
、

一
九
八
二
年
、
一
八
〇
―
一
八
一
頁
。
並
木
浩
一
は
「
正
し
く
」
の
原
典
「
ネ
コ
ー
ナ
ー
」
は
正
し
い
こ
と
と
翻
訳
す
る
こ
と
が
、
原
文
に
よ
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り
正
確
で
あ
る
と
主
張
。
こ
こ
で
は
語
り
方
の H

ow
 

を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何 W

hat 

の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
並
木

浩
一
『
ヨ
ブ
記
』
岩
波
書
店
、
二
二
四
頁
、
一
七
一
―
一
七
二
頁
。
ま
た
、
並
木
浩
一
『
ヨ
ブ
記
論
集
成
』
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
六

―
二
三
九
頁
が
参
考
に
な
る
。
J
・
E
・
ハ
ー
ト
レ
ー
は
「
ヨ
ブ
は
懸
命
に
真
理
を
求
め
た
の
に
、
友
人
た
ち
は
誤
っ
た
神
弁
護
を
繰
り
返
し

た
。
そ
の
結
果
ヨ
ブ
を
慰
め
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ブ
を
苦
悩
か
ら
解
放
で
き
ず
か
え
っ
て
苦
し
め
た
。
友
人
た
ち
は
ヨ
ブ
が
神

へ
の
真
の
礼
拝
を
す
る
の
を
妨
げ
た
の
で
、
そ
の
愚
し
さ
の
ゆ
え
に
非
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。John E

. H
artley, T

he B
ook 

of JO
B

, W
illiam

 B
. E

erdm
ans Publishing C

om
pany, 1988, p.539.  

A
・
フ
ァ
ン
・
セ
ル
ム
ス
は
「
み
ず
か
ら
神
へ
の
反
抗
の
時
期
を
す
ご

し
、
神
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
さ
し
む
け
ら
れ
る
生
の
命
運
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
者
だ
け
が
、
感
謝
に
み
ち
た
驚
き
と
と
も
に
こ
の
奇
蹟
を

喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
神
と
言
い
争
い
、
人
間
と
言
い
争
う
神
の
僕
ヨ
ブ
こ
そ
が
、
神
に
つ
い
て
正
当
に
語
っ
た
の
だ
と
」
と
述
べ
て
い

る
。A

.Van Selm
s, JO

B
, U

itgeverm
aatschappij, J. H

. K
ok, 1984.  

邦
訳
は
、
登
家
勝
也
訳
『
ヨ
ブ
記
』
教
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
二
一
頁
。

キ
ャ
ロ
ル
・
A
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
は
ヨ
ブ
は
「
正
し
く
」
語
っ
た
か
ら
褒
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
ヨ
ブ
記
記
者
が
全
体
の
流
れ
を
明
る
さ
へ
引

き
戻
す
た
め
に
書
い
た
も
の
だ
と
い
う
。C

arol A
. N

ew
som

, T
he B

ook of Job, T
he N

ew
 Interpreter ’s B

ible, Vol. IV, A
bingdon Press, 

p.634.

（
41
） 

創
世
記
三
二
・
二
三
―
三
二
に
ヤ
ボ
ク
の
渡
し
で
ヤ
コ
ブ
が
天
使
と
闘
っ
て
勝
っ
た
記
事
が
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
七
・
七
―
九
に
は
、

求
め
よ
、
捜
せ
、
門
を
た
た
け
、
と
す
す
め
て
い
る
。
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
八
・
一
―
五
に
は
、
神
を
畏
れ
な
い
裁
判
官
で
も
求
め
続
け
る

の
で
有
利
な
裁
判
を
下
し
た
と
あ
る
。

（
42
） 

窪
寺
俊
之
『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
序
説
』
三
輪
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
七
頁
。

（
43
） 

使
徒
言
行
録
の
記
事
を
想
起
さ
せ
る
。「
突
然
、
激
し
い
風
が
吹
い
て
来
る
よ
う
な
音
が
天
か
ら
聞
こ
え
」（
使
徒
言
行
録
二
・
二
）。
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